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岡山大学算数 ･数学教育学会では､現/Tの学習指導要領に変わる前 (1998)に､学
力診断調査研究を行っ-/toゆとり0)llJで r'生きる力｣を塵祝 した学習指導要領の算数科
では､標判旨導時数以上に30%もの指や内容が削減された.,そのため､算数の学力低
下を危恨する声が とがり､本学会でも平成元年の指導要領に基づく学力診断を行ってき
たO平成 17年の第数学力診断調査は､現行の学習指導要領に品づくものである 本当売
倶される上うな学力低下が起こっているかどうかを ｢敬と引算ja)領域で調べるためで
1 2006算数学力診断調査の意図
岡山大学算数･数学教育学会は平成 17
年 3月に岡山県内の小学校､広島県内の
小学校を頚酎乍為に抽出して ｢数と計罪｣
の領域の学力診断調査を行ったOその曹
図H､現行の学習指尊要領において指数
科の摘単内容が300/Uも縮減され､簡牧
の学力低下が叫ばれているが､本当に危
倶されるような事態が起こっているかと
うか､そu)実態を調査する必要があると
考えたからである｡
私たちは､平成 1OFF:告示の現行の学
習指導要領で大幅に箆数の指導内容が削
減される際､算数の学力低下を危快し､
平成元年告示の学習指導要領の下での詩
数の学力の実態を把握している｡この時
の学力診断調査は､日々私たちが教科Tr;
TC･指導している標準的な教科ilIFレベルU)
学力の実態である｡教科滋の内容レベル
の内容 ･難易度を逸脱するような難問は､
一切HJ.題 していないO算数教育を軍門に
していない一般の小学校教員は､教科お
レベルの指導内索を取り扱 う卓,のと思わ
れるOそこで､標唯的な教科Ft'･ンベルの
弟教の内容をについてど0)程度達成 して
いるのかを学力診断 してきた.現行の学
習指導要領に示された算数の指導内界は､
文部科学省の新 しい見解では､最低基準
とされている｡教科笹は学習指導要領に
準拠して作成されているc Lたがって､
教科番 レベルの算数の学ノ)が達成されて
いるかどうかを調べることは､文部科学
省のいう算数の最低基準の学力が達成さ
れているかどうかを知る意義があると考
える｡
2 算数学力診断調査の方法
算数学力診断訪I査問越は､基本的に前
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7岡山大学教育学部附属小学校 8周山市立鹿田小学校 9岡山大学教育学部附属
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回と同一問題で調査することにした.
なお､現行の学習指導要領では､前回の
指導内容が学年移行している:*項について
は､前回の学力診断調査問題を､現行の学
習指導要領に即して学年移動させて学力診
断することにした｡例えば､小数､分数の
学力診断調査は第 3学年で実施しているが､
今回は第3学年から第 4学年に移動させて
実施している｡
3 算数学力診断の調査結果の分析
(1) 内容構成
算数学力診断の結果は､次の2つ内容
構成でiB/l.守 る｡
･ 各半年の結果と概要
･ 各学年の学力診断.凋査の分析
(2)各学年の結果と概要
算数学力診断調査の結果と概要では､各
学年の個々の学力診断調査問題の達成率及
び各学年の達成率の高い指導内容と達成率
が低いとみなして気がかりな指導内容を示
している｡現行の学習指導要が領最低基準
と示されて以来､算数教育では､従前の ｢履
修主義｣による算数教育から ｢マスタリー
ラーニング (完全習得学習)｣に方向転換し
ている｡ブルームの完全習得主義の理論に
よれば､95%の通過率をもって完全に習
得しているかどうかをスタンダー ドにして
いる.私たL-,は､学年の発達段階や学習者
にとつての難易度を勘案して､スタンダー
ドを各学年で設定した｡私たちのスタンダ
ー ドは､信頼性と客観性が乏しいという批
判は免れそうにもないと思われる,しかし､
ここの問題の達成率をもって､日々の算数
教育によってどの程度の学力を形成してい
るのかが判明すると考えている｡達成率が
気がかりな指導内容は､学習指導要領が最
低基準であると言われる中にあって､その
最低基準を達成しているとはいえない学習
状況にあると思われる指導内容である｡ し
たがって､既達成率が気がかりな指さけ内容
は､授業改善が喫緊の課題となっていると
私たちは考えている｡
(3) 各学年の学力診断調査の分析
各学年の算数学力診断の結果分析では､
次の2点に重点を置いて行っている｡
･前回の達成率との比較
･誤 答分析
(∋ 前回の達成率との比較
前回の達成率との比較では､前回通成率
が高いものが低下している指導内容､前回
同様､達成率が気がかりな状況にある指草
内容について授業改善すべき指導内容と考
えている｡ただし､この分析においても､
指導o)系統に沿って､前後の学年の関連す
る指導内容の達成率の比較､分析する作業
に至っていない｡これについては､今後の
課題としたい｡
(塾 誤答分析
私たちの一番の関心事は､誤答､-つまず
き､無答である｡これ-の対策ができれば､
算数の学力は向上するという見通しがある｡
成果主義を目指しているのではない｡大切
なのは､授業改善の方策であり､その手掛
かりが､誤答分析にあると考える｡どんな
誤解をして､その誤答に至ったのかを､何
が基礎 ･基本として身に付いていないため､
無答やつまずきに至ったのかを分析するこ
とで具体的な授業改善の方策が見えてくる
からである｡各学年の学力診断調査の分析
では､授業改善の具体的な方策を記述して
もらっている｡
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第 1学年 結果と傾向
l 結果 (調査対象児童数 1416人)
1 口に あ て はまるかすをかきましょう｡
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(1) ぱすに 5にん のっていました.
3にん のってきました｡
いま はすには なんにん のっているでしょう｡
(2) みかんが 5こ あります｡
3こ たペると のこりは なんこでし ょ う ｡
8 ぁといくつで10になるか口にかすをかきましょう.
'1)[霊竺滝壷 (2)[竺竺コ,Ej
9 けいさんの しかたを せつめい しています｡
口に あてはまる かすを かきましょうB
(I)9十3の けいさんのしかた
W H'
9に 口をたして□亮暮 ｡3%
[コと[コで[コ
いさんの しかた●●
･Oから口をひいて□亮暮55%
⊂]と[可で[コ
10けいさんをしまし上う｡
･1,8十3-Ef].,･ (2)1.18-巨ト
(3) 2+8
十4=EF,･ (4)4+6-4』暫
･5,13-3･5-Ej]%(6)7+0-直垂
(7)20+3
0-E F ,･
(8)10+
5-巨 ト
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(叩いかけの形で纏わっている
2 傾向
く1)達成率の高い指導内容
① 数に関して
｢数の見方｣(問題 1)
1つの数を2つの数の和や差とみる数の
多面的な見方は重要な内容である｡前回は
気がかりな結果であったが.今回は,いず
れも十分達成されている｡
(問題 】(り①～④達成率 90%以上)
｢数え方,数の系列, 10の補数｣
(問題 1,問題 2,問題8)
数学的な考え方に関して,工夫 して2と
びで数えることは前回同様 ｢分達成されて
いた｡(問題 1(2)達成率91%,問題 3(り
達成率96%)
数学的な知識 ･理解に関して,数直線に
よって 】00前後の数の系列を読み取る力は
前回同様十分達成 されていた｡
(聞超 27,ィ,り達成率 90%以上)
加法 ･減法の計算の仕方を兄いだす上の
基礎となる 10の補数の見方に関 しては,
前回同様十分達成されていた｡
(聞越 8(I),(2)達成率90%以上)
② 計諒に関して
｢加法 ･減法の意味｣(問題 6,7, 11)
加法 ･減法の意味理解については,前回
同様十分達成されていた｡ (闇馳 7(l),(2)
達成率95%以上)
また,加減計算の問越づくり-の関心 ･
意欲も前回同様高かった.(問牌 日達成率-
87%)
絵から怖報収集 して加法 ･減法を演算決
定する問樹については,合併の場合前回を
9ポイン ト上回 り,十分達成されていた｡
(間組 6(I)達成率 96%)
求差の場合は,前回を 13ポイン ト上回
り達成率が伸びているo(問題 6(2)i:E成率
85%)
｢加減計算の仕方J(問題 10)
計算の仕方に関しては,計算の仕方を見
出す考え方と計罪処理の2面がある.
計許処理,すなわち,加法 ･減法の;張本
的な計算技能については.前回同様十分達
成 されていた｡ (問題 10(1)～(4),(6)達成
-4-一
率 90%以上)
また,第 1学年の学習内容にない(何十)
+(何十),(十)+(7桁)の計算技能に関 し
ても達成率が高かった｡ (問題 JO(7),(8)逮
成率 90%以上)
しかし,末智の｢13- 3｣を含む3つの
数の計算は,前回を7ポイン ト下回った｡
(問題 10(5)達成率 79%)
(2)達成率の不十分な指導内容
① 数に関して
｢牧とものの一対一対応｣(問題 3)
数を数える際には,数とものを一対一対
応 させながら数えていく｡数が多くなると,
JOの束などを作って数えることになる034
個の☆を数えることは基本的な内容だけに
達成率 90%以上を期待 したが,前回同様
それを下回る結果となった.(間越 3(2)逮
成率 85%)
｢数の構成的な見方｣(問題 4)
2桁の敏を｢10がいくつと1がいくつ｣
と梢成的に見ることは,数の理解する上で
基本的な内容であるU)で,達成率 90%以
上を期待 したが,前回同様それを下回る結
果 となった｡ (問題 4(I)達成率 88%,
rJl越 4(2)i皇成率82%)
② 計算に関して
｢加法の計舞の仕方を見出す力｣(問越 9)
加法の計算技能についての達成率は応い
が,その計算の仕方を見出す力 (数学的な
考え方)は.前回に引き続き,低い達成率
となった｡(問題 9(1)達成率43%)
｢減法の計井の仕方を見出す力｣(関越 9)
減法については.前回を 17ポイン トも
上回っているものの,加法同様,計算の仕
方を見出す数学的な考え方の達成率は,低
い.(問題 9(2)達成率55%)
加減の計井技能にばかり力を入れるので
はなく,計算の仕方を見出し,それを筋道
･▲.･て て説明する力を育成することが,前回
に引き続いての課題である｡
(深 井 文 雄 )
第 1学年の学力診断調査の分析
調査項 目1 10までの数の合成 ･分解
(1)井数の学力
【知識 ･理解】 〇十進位取 り記数法に基づいて小数の しくみを理解することができる｡
(2)問題
(3)児童の実態
1 口に あてはまる かずを かきま しょうD
(1)いくつでしょうC
【10までの数の分解】
① 7は,5と ⊂コ ② 10は,8と [=]
l10までの数の合成】
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
1(1) ① 1998 2...83% 75(6%),12(9%)
2006 2...92% 75(2%),12(5%)
@ 1998 2...76% 18(14%),80(2%)
2006 2...92% 18(3%),80(0.4%)
③ 1998 7...87% 43(8%)
2006 7...92% 43(2%),1(3%)
㊨ 1998 10..,84% 73(6%)
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
③対策
数を他の数の和,菱.横などと多様にみることができるようにし,
数に対する感覚を豊かにすることが大切であるDそこで,この間題
では, 1つの数を他の数の和や差 としてみる見方ができるかどうか
を調査 した｡その結果,今回はどの問題についても92%の達成率
となり,期待通 りの結果になった｡特に,②の 10の分解について
紘,前回を16ポイン トも上回った｡
つまずき反応に一定の億向は見られなかったが,誤答の多くは,
口に適当な数値を入れているものや,文意の読み聞達えであった｡
つまずきの原因としては,数の合成 ･分解の見方の指導が不十分
であることが考えられる｡
ゲームを通 して 10までの数の合成 ･分解の指導を行 うことが多
いが,単なるゲーム(操作)で終わることなく,｢数｣ としての内面
化をはかっていく必要がある｡
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調査項目2 数の系列 ･順序
(1)算数の学力
【数学的な考え方】
【知識 ･理解】
(2)問題
(3)児童の実態
○数の並びときま りを見つけて,救系列を作ることができる｡
02とび, 10とびの数の順序や系列を理解できる｡
1 口に あてはまる かずを かきま しょう｡
【2とびの数系列】
･2,且1Ⅱ1□1且1□1□
【10とびの数系列】
･3,EjI□1□IEj1□1□
※1998年度は下記の内容を調査
[垂]-[コ -[垂]-[亘]-[コ -[コ
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
1 (1) 1998 完答 ...95%
2006 完答 ...91%
(2) 1998 完答 ...73% ｢110｣に関するつまずき 27%｢100｣まで完答 のうち最も多いものは,
は,95% r101｣8%,｢200｣7%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②っまずき反応の
診断
③対策
順序数 としての数の概念を形成するためには,順序よく数を唱え
るなどの学習が大切であるOそこで.この問題では,2とび,10
とびの数の系列 ･順序に関する見方ができるかどうかを調査 した｡
その結果,2とびに関 しては前回より4ポイン ト下回ったが,どち
らの問題についても90%以上の達成率とな り,期待通 りの結果に
なった｡
つまずき反応に一定の傾向は見られなかったが, 10とびに関 し
ては,前回の調査で明らかになったように,100をこえて110になる
あた りに大きな壁があると思われる｡
つまずきの原因としては, 100前後の数概念の指導が不十分で
あると考えられる｡
100を含めてその前後の数は,児童にとってとらえにくい数で
あるO｢100｣で指導を終わるのではなく, 100より大きい数
である ｢110｣あたりまでは,啓き方だけではなく,いろいろな
唱え方を経験 させながら指導を行 うことが必要である｡
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調査項 目3 数直線
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 01目盛 りの大きさを考えて,数の大きさを判断することができ
る｡
【表現 ･処理】 ○数直線上の散を手際よくよむことができる0
(2)問題
2 1の かずを ロに かきま しょうo
【数直線上の数をよむ】
80ll..ア7 ...9.0......イ胃 ,.30/F7.
(3)児童の実態
間 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
2 ア 1998 85...97%
2006 85...94%
イ 99
2006 99..-97%
ウ 1998 ※ 105-.91%
(4)反応から見た学力診断
(∋前回との比較
②つまずき反応の
③対策
数直線には,数の大小,順序,系列等を直感的によむことができ
るとい うよさがあるoそこでこの間題では,数直線上に表 した 100
前後の数を1目盛 りの大きさを考えてよみとることができるかどう
かを調査 したOその結果,85をよむことに関しては前回より3ポ
イン ト下回ったが,どの間榎についても90%以上の達成率となり,
期待通 りの結果になった｡
つまずき反応に一定の傾向は見られなかったが,I00の次の数
を110と答えた児童が 2%いたOその原因としては 100をこえ
た数の指導が不十分であると考えられる｡
100を含めてその前後の数は,児童にとってとらえにくい数で
ある｡ 100を少しこえた数まで,番き方だけではなく,いろいろ
な唱え方を経験させながら指導を行 うことが必要である｡
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溺査項目4 個数を工夫 して数え,数字で表すこと
(1)算数の学力
【算数への関心意欲】○数を工夫 して数えようとする｡
【数学的な考え方】 0 10ずつまとめたり, 2ずつまとめた りして数える工夫をする
ことができる｡
【表現 ･処理】 ○個数を数字で表すことができる｡
(2)問題
3 いくつ あるでしょう｡
【2のまとまりで数える】(1)●●●●●●●
【10のまとまりで数える】
(2) ☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆☆ ☆
☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
3 (1) 1998 13.,.97%
2006 13...96%
(2) 1998 ※ 35-.80% 34...4%6 6
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
(診つまずき反応の
ぼ､対策
具体的なものの個数を数え,これを数字で表すことは,数の概念
を形成 していく上で大切なことである｡ 2とびで数える (1)〟)間
腹は前回と変わらなず 95%以上の達成率であったが,10ずつL'_
まとめて数える (2)の問題は前回の達成率より5ポイン ト上回っ
た｡
(2)のつまずき奴応は,前回も今回も正答のプラスマイナス1
の誤答が合計 10%もあった｡これは,単なる数え間違いではなく,
10ずつのまとまりを作って数えるとい う工夫をしていないことに
原因がある｡つまり,具体物を10ずつにまとめて数える経験が不
足 していると考えられる｡
数えにくいものを,束にする,閣むなどの工夫をして 10ずつに
まとめて教える経験を十分にさせることが大切である∩
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調査項 目5 数の構成
(1)芽数の学力
【数学的な考え方】 ○数の大きさを,10を単位にして,そのいくつ分と考えること
ができる｡
(2)問題
4 口に あてはまる かずを かきま しょう○
【数の構成】
(1) 10を7つ 1を3つ あわせた かずは □
(2) 86は ⊂コ を8つと [=] を6つ
(3)児並の実態
問 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
4 (1) 1998 73...86% 71...3%
2006 73...88% 71...1%
(2) 1998 ※ 120は [= ] を1つ ⊂ コ を2つ合わせた数
完答 ...56%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
(診封策
10と1を単位 とする数の見方,表 し方ができるかどうかを調査
した｡ (1)は,きわめて基本的な問題であるので,90%以上の
達成率を期待 していたが,前回を2ポイン ト上(･]ったものの 90%
まではいかなかったO (2)に関しては,前回u)問題 と数値を変 え
て調査 しているので比較はできないが,82%の達成率は決 してよ
い結果 とはいえない｡
70とい う数は,｢10, 20,30,40,･･･, 70｣と
数えた 70であり,｢10が 7個で 70｣といった見方の指導が十
分でないことが考えられる｡
数え棒や,ブロックを教える活動を通 して,｢10を単位にして
数える｣という考えを身につけさせる必要がある｡
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調査項 目6 数の大小 ･順序
(1)算数の学力
【算数への関心意欲】○進んで数の大小を判断 しようとする｡
【数学的な考え方】 ○頭の位の数に着 目して,数の大小を判断することができる｡
【知識 ･理解】 〇十進位取 り記数法に基づき数の大小 ･順序を理解することがで
きる｡
(2)問題
5 ちいさい じゆんに ひだ りから ならべましょうo
【数の大小 .順序】
≡ EjEjE]Ej
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
5 1998 完答 ...89%
(4)反応から見た学力診断
(D前回との比較 100までの数の大小 .順序をとらえることができているかどう
かを調査 したが,前回も今回も90%に近い達成率であった｡右 と
左を逆に並べているものも正答に入れると,93%の達成率となる
ので,この調査内容に関しては,おおむね達成できていると考えら
れる｡
ー 10-
調査項目7 絵を見て加減の演算決定をすること
(1)算数の学力
【数学的な考え方】
【表現 ･処理】
【知識 ･理解】
(2)問題
○絵から演算決定に必要な情報を収集することができる｡
○具体的な数丑に耕目して,た し算やひき算の式で表すことがで
きる｡
○合併や求差の場面を理解することができるo
(3)児童の実態
問 層 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
6 (1) 1998 3+2...87% 答えのみ (式なし)...10%
無答 ......... 2%
2006 3+2 . ..96%
(2) 1998 3-2...72% 答えのみ (式なし)...18%3十2 ...., 1
(4)反応から見た学力診断
(∋前回との比較 問題場面の絵から情報を収集 して,たし算とひき算の演算決定を
する問題であり,た し算は合併の場面,ひき算は求差の場面を取 り
上げた｡ (1)の合併の場面では 9ポイン ト, (2)の求差の場面
では 13ポイン トも前回を上回る高い達成率であった｡また,前回
は,答えのみを番いているつまずきが多かったが,今回はそれがほ
とんどなかった｡r式｣についての指導が,定着 しつつあると考え
られるが,求差の立式を無答 している児童は増えている実態もある
ので,まだまだ安心はできない状態であるC
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調査項 目8 文草庵を読んで加減の演算決定をすること
(1)第数の学力
【数学的な考え方】
【表現 ･処理】
【知識 ･理解】
(2)問題
○文章から演算決定に必要な情報を収集することができるo
O文章の具体的な数良に着 目して,た し算やひき算の式で表す こ
とができる｡
○増加や求残の場面を理解することができる｡
7 こたえを だす しきを かきま しょうo
【文章による演算決定】
(1) ぱすに 5にん のつていま したO
3にん のつてきました○
いま ばすには なんにん のつているで しょう○
(2) みかんが 5こ ありますO
(3)児並の実態
問 題 調査年度 期待す る反応 主なつまずき反応
7 (1) 1998 5+3.._.93% 答えのみ (式なし)... 4%5-2 ... 12006 5+3...98% 無答 ..... 1%
(2) 1998 5-3...93% 答えのみ (式なし)... 4%5+3 ..... 1
(4)反応から見た学力診断
(D前回との比較 文章を読んで情報 を収集 し,た し算 とひき残の演算決定をす る問
題であり,た し舞は増加の場面,ひき界は求残の場面を取 り とげたC
た し算もひき残 も前凶を4-5ポイン ト上回 り,97-98U/.の達
成率であるので,演辞決定力は十分育成できていると考えられる｡
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調査項 目9 10の補数
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 0 10の合成 ･分解の見方を活用 して, 10の補数を考えること
ができる｡
【表現 ･処理】 ○数図を見て,手際よく10の補数を見つけることができる｡
(2)問題
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
8 (1) 1998 3...93% 7...4%
2006 3...95% 7...3%
(2) 1998 6...91% 4...4%
(4)反応から見た学力診断
(D前回との比較
②つまずき反応の
診断
③対館
10の合成分解と関連 して, 10の補数を見つけることは,繰 り
上がりのあるた し井や,くり下がりのあるひき算を手際よく計算す
る ｢計葬の仕方｣を見出す上で基礎 となる大切な見方 .考え方であ
る｡そこで,10の補数を手際よく見出せるかどうかを調査 したが,
10に近い 7の場合も, 10から遠い4の場合も90%以上の達成
率となり,前回を 1-2ポイン ト上回った｡
今回も前回も主な誤答 としては,問題で示 した数図の数をそのま
ま答えるというものである｡ これは,題意の読み間違えであると考
えるが,そうでなかった場合は深刻である｡
数図を見て,直感的に 10の補数が言えるようになるまで繰 り返
し練習を続けることが大切である｡
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調査項 目10 繰 り上が りのあるたし算の仕方
(1)算数の学力
【数学的な考え方】
【知識 ･理解】
(2)問題
O｢たされる数の 10の補数に着 目し,加数分解 してたす｣ とい
う.繰 り上がりのあるた し算の計算の仕方を考えることができ
る｡
○繰 り上が りのあるたし算の仕方を説明す ることができる｡
(3)児竜の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
9 (1) 1998 完答 ...42一% ･9に1をた して 1010と3で 13....18%と3で 12. 10
(4)反応から見た学力診断
(D前回との比較
②つまずき反応の
③対簾
今回も前回に引き続き40%台の達成率で,大変低いD計算の仕
方を生み出す考えは,依然 として定着できていない｡
今回の敵答で最も多いものが.｢9に 3をた して 12｣ と最初の
文で計算の答えを出 して しまって,後を適当に書いて しま うといっ
たものである｡ これは,計辞の答えを出すことばか りを追求 し,計
算の仕方を軽ん じていることに原因があるのではないかと思われ
計算の仕方を声に出 して練習す るなど,筋道を立てて説明できる
ようになるまで高めておくことが藍要である｡
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調査項目11 繰 り下がりのあるひき算の仕方
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 0 10から9をひけば簡単であることに着 目し,減加法による繰
り下がりのあるひき井の計算の仕方を考えることができる｡
【知識 ･理解】 ○繰 り下がりのあるひき算の仕方を説明することができる｡
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
9 (2) 1998 完答 ...40% ･10から4をひいて64と6で 10 ..... 8%9 1 2
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
③対策
前回の達成率が40%とあまりにも低かったため,今回は,繰 り
下がりのあるひき欝の計罫の仕方の第 2段階にあたる｢口と回で□｣
の ｢4｣をあらか じめ入れて調査 したOその結果.前出を15ポイ
ン ト上回ったものの達成率は55%で相変わらず低 く,計算の仕方
を生み出す考えは依然として定着できていない｡
前回に引き続き今回も ｢10から4をひいて6｣で始まる誤答が
最も多く,今回は 18%にも上る｡これは,減減法で ｢14から4
をひいて ･･.｣と計許 しようとする考えが強いことに原因がある
と考えられる｡
計算の答えを出すことばか りを追求 し,より便利な計算の仕方を
考えさせることを軽ん じているのではないかと思われるので,より
よい計第の仕方を声に出 して練習するなど,筋道を立てて説明でき
るようになるまで高めておくことが重要であるO
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調査項 目12
(1)算数の学力
【表現 ･処理】
【知識 ･理解】
(2)問題
基本的なた し算 ･ひき算の計算技能
○繰 り上が りのあるた し算や,繰 り下が りのあるひき算を手際よ
く計算できる｡
03口の計算を手際よくできる｡
○数構成に基づ く計算ができる｡
○数構成に基づく計算を通 して,十進位取 り記数法の理解を深め
ることができるo
10 けいさんを しましょう｡ 【計算技能】
エ リ +3-[= ] (2)ll-8-⊂コ
(3)2+8+4-⊂コ (4)4+6-4-[=コ
(5)13-3+5-⊂コ (6)7+0-[=コ
(7)20+30-□
(3)児竜の実態
(8)10+5-⊂:コ
1998は
23+30を調査
間 過 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
10 (1) 1998 10...97%
2006 ll...96%
(2) 1998 3.-.91%
2006 3...95%
(3) 1998 14.一.94%
2006 14...96%
(4) 1998 6...91%
2006 6...90%
(5) 1998 15...86%
2006 15...79%
(6) 1998 7.,.95%
2006 7...98%
(7) 1998 50...92%
2006 50...93%
(8) 1998 53...87%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較 第 1学年の内容である (1)～ (4),(6)は,前回同様達成
率がよい｡第 1学年の内容をこえるものでも (7), (8) に関 し
ては93%の達成率であるが,(5)の3口の計算に関 しては79
%と達成率がやや低い｡
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調査項 目13 ひき算の作間
(1)算数の学力
【算数-の関心意欲】03枚の絵から,風船の数の着 目し,進んでひき算の話を作ろう
とする｡
【知識 ･理解】 ○ひき算の話作 りを通 して,求算の場面理解を深めることができ
る｡
(2)問題
11 3まいの えを みて 5-2の おはなしを
つくりま しょう○ 【ひき算の作間】
J, 鶴 ? 鶴
(3)児並の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
ll 1998 完答 ...87% ･被減数を忘れた作間 ..2%5-3の作問 ... 1無答 ....
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
③対策
ひき算の式指導では,具体的な問題を抽象的な式に表すこと,逆
に,式から具体的な閉居場面を想定することの両面がある｡一般的
には,式だけを見て作間するが,1年生なので3コマの絵を見せて
5-2の話を作 らせるようにした｡今回も,前回に引き続き87%
の達成率なので,おおむねよいと考えられる｡
つまずき反応で気になるのは, 3コマの絵を見せているにもかか
わらず ｢無答｣となった児虫がいることである｡特に,今回は,前
回よりも ｢無答｣の児恵が増えお り,作間の経験が少なくなってい
るのではないかと心配であるD
作間の指導では,作らせっぱなしで終わることなく,作った問題
を解き合わせるなど,正 しく作間できているかどうかを確かめる活
動も取 り入れながら進めることが大切である｡
I 17 --
第2学年
l結果(調査対象児童数 1504名)
lあわせて いくつに なるかを b字で かきましょう
(1) (2)
[ 覆 醍 耶柑n 帝 中田
[三重二コ ロ垂二]
･3' 耳 ㊥㊥⑯◎ (4'回 Ooooo
LIT -=㍉二二 丁
2 口に あてはまる 故を かきましょう｡
･1, 120は[二云司を1こ E 司 を2こ
あわせた 奴です.
･2, 180は 10を [二∃ こ あつめた鼓です｡
(3) 4000と 700と 5を あわせた私は ⊂ :亘 ]です｡
･4, 4500は 100を[≡ ∃ こ あつめた- すo
3 53- 27を ひっさんでし ます｡
-のく らいの けいさんは どのようにしたの
でしょ うか o かきましょう｡
5 7 %
4 計井しましょう｡
(1) 2 7 (2) 9 6 (3) 7 2 (4) 1 2 6
十35 ｣:_且.ヱ _二La.3 3 2
94% 85% 79% 86%
･5,7X8-[コ (6,9x7-□ (7,8×6-⊂コ93% 96%
51のかすを口にかきましょう｡
80 90
92%
‖OO
6 どちらの 入社が 多いか くらべてみましょう｡
既 [聖霊:]
EIL]qt⊃
'1)望㌘で己三豊 見れば ｢~~~ のiら｣ を 見ればよいC
(2)大きい政の方に0をつけましょう｡
⊂ コ 678 692[=コ 97%
7 計井しましょう｡
･1,20･30-[コ9- (2)23+30-□ 95%
結果と傾向
8 こたえを たす しきを かきましょう｡
(1) 赤の リボンは 3mです｡
*の リボンは 赤の 2はいの 長さT='そうです｡
書の リボンは なんrnでしょう.
しき 79%
(2) ケーキの は二が 3はこあります｡ 1は二に ケーキは 2こすつ
はいって います.ケーキは.ぜん.iこで なんこあるでしょう.
しき 54%
9 こたえが つぎの 軌(=なる かけ事の しきを ぜんぶ かきまLJ:ラ.
(1) 12 (2)36
2 ×6 SI 4%
6 × 2 9 4%
3 × 4 9 1%
4 × 3 7 8%
4)(9 88%
9 〉く4 8 5%
6 ×6 87%
10 7の1='んの 九九をつくっています.
7× 1= 7
7× 2-14
7× 3- 21
7X 4= 28
(()7の だんの きまりを みつけて かきましょう｡
(?_)7)く5の こたえを わすれて しまいました｡
7×5の こたえを どのようにして だせば よいでしょうO
7X4に5をたす 15%
5〉く7 72%
1 こたえの たしかめをします｡
じぶんの たしかめかたに ○を つけましょう｡
(1) 6 4 57% ( ) 35+29を 計井して 64になるか
-2 9_ どうかを たしかめるb
3 5 32% ( )もういちど 64-29を けいさんして
35に JJ:奇か_どうかを 1=しかめる｡
9 I ! を うかつて T=しかめ19% ( )る｡
(2)7×6-42
18% ( )7を 6かい たして たしかめる｡
58% ( ) 6×7で たしかめる｡
27% ( )7X5-35に 7をたして たしかめる
7% ( )おはじきを つかって たしかめる｡
12良筆 しきと ★の畳垂 線で つなぎま堕
76% 76% 97%
13 桧を 見て 3×4の 式になる お話を つくりましょう｡
f 時 尊 さ勧 叔 蜘
56%
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2 傾向
(l)達成率が高い持斗内容
①敬に馳して
｢故の構成｣(開成 1.問題2 (l)(3))
10000までの数について,数え棒やお
金の図を見て故事で表すことは達成率がほぼ
80%をこえており, 卜進位取り記数法に盛
づいた数の構成の指,BがよくLg7られていると
いえる｡
｢数の大小比較｣(問題6)
678と692の大小比較では,達成率か
97%であり,十の位に-1T･目して大小比蚊す
ることができており,十進位取り記数法に鵜
づく敬V)大小比較の指珠がよくLg]られている
といえる.
②計算にl娼して
｢たし井の筆算｣(問題4 (l)(2))
(2位数)+(2位敬)の笥市では,繰り上
がりが1回ある計算で94%,2L=Dlある計符
で83%でたし符U)や弘の達成率は ti5%を･
二えており,たし節の頂許V)アルゴリムの指
単がよくされているといえろ｡
｢かけ算 (九九)の計算｣(間粗 4)
7×8の割符の達成率が93%,9×7の計
･TTu)達成率が96%,8×6の計許の達成率
が92%と,ど0)引罪も適 JJk率は概Ilよい
九九を練兵に暗記さ七,繰り返し習声ftか図(,
れているといえる｡
｢2位女同士のたし算とひき算｣(間偲7)
(何十)+(何十)a)よ･-),JL･.汁拝では,20
+30が94%.23+30が950,0でど+J
L,い垂戚率が90%をこえており.10を中
位として1位数同士の計T;.に棉1Jb-させた.fi符
の指やの徹庇が凶られているといえる｡
(2)達成率が気がかりな指斗内容
こD故にI対Lて
｢数の相対的な見方｣(問題2 (2)(4))
1O千l00を単位にして数の大きさを捉え
る見方に関しては.180で55%,450
0では64%の達成率であり,かなり低いい
つまずきU')反J芯としては,附匙i2 (2)では
｢8｣｢80｣｢180｣とこたえた児塵が
多かった､よた,4500のつまずき反応と
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しては ｢5｣｢450｣とこたえたり,無答
であったりしたっこれより,十進位取り記数
法に基づく数の相対的な見方についての掃碑
が不十分であ.:)といえ.こ｡
｢数直線を用いた数系列｣(間近5)
850をよむことについては,89%の達成
率であったが,990については78%,1
050については70%と達成率が低く.1
000前後の故を1目盛りが1Uになってい
る数直線 Lでよむことはできにくいといえ
る｡990のつよずき反応としては｢999｣
｢909Jが多く,1050では ｢1500｣
rLOO5｣とこたえろ児釈が多かった.こ
れより.1目盛りの大きさが 1ではない数直
線についてはT寧な指,Tqを行う必要があると
いえるO
¢)計許に関して
｢ひき叢の計算の仕方｣(問題3)
ひき第の計芥のJL-)J-を説明できることにつ
いて達成率L157%J-かなり低い【つまずき
反応二としてひく故とひかれる牧を反対にして
計許する,十の位か(-,練り卜げる記述がない,
無答が多かった これ とり,計算極などを用
いた十准位取り記牧法に湛づいた唱'Gのアル
ゴリムの梢噂をl-率に行う必噂があるといえ
る,
｢かけ算の意味J(閏月8)
かけ等の意味指;TL'IEEl比,関越 8 (2)a)達成
のいくつ分｣という見方とかけ符の式のつ/Lt
がりが十分桝解されておらす,かけ節u).E:咲
指凍ては,良休物から ｢5L7):jつ分｣という
百1姫,5×3という式へ内而化を図る指軒を
r率に行う必要があるといえる
｢計算を生み出す力｣(問題 13)
問題4 (5)～ (7)の結果か｢)かけ節の割
符技能の連銭率はよいが,-)I-で同じかけ訂
でも閃腐13V)ような計算の仕方を生み出す
よう,+LtPlH題では,達成率が54%でかなり低
く,かけ欝V)指甥で,絵や式を見ながらかけ
算になろ関越をつくるなとU)脂串が十分に7J-
われていないといえろ かけ筒の間匙卜づくり
を丁寧に行い,r桟,轄hiのいくつ分｣の見方
を大切にした拍車())徹底をl茎ほ'必菅があるし
く鈴 木 降 幸)
第 2学年の学力診断調査の分析
調東伯 目1 1000までの数の梢成
(I)翁数の学力
【表現 ･処坪】 0 1C)00までの敏をよんたり,表した りすることができるO
【知識 ･理解】 0 1000までの数のしくみを,十進位取 り記数法に基づいて理解する
ことができるO
(2)閉店
(3)児壷の実態
関 越 補充隼Jtf 期待する反応 主な/)よでき
I (日 1998 235. .(q8% 20035,2305
2006 235...88% 2035. .5.`3ィ .無 等 . 4%
(2) 1998 205...86% 201
(4)Jて応から見た隼)J診断
1)前1｢,Iとの比較
ぼっよずき反応の
③対策
lr一雄 fU)牧 む敬え棒を使ってii･したものを,十准位取り記数法に
鶴/jいて放芋でかくこと/Jiできるかどうか,tr･調査したFhFl越で,捕
回と.比較 して,空位のないもJ)に/)いては同 じ,'4=L'lIJ-(/)あるLu)
について 1ホイン ト下が･-Jてお V),7'rTLI.巣はほf=f同 Li,(I)でIG,ノrf-
つ たずき〟)原因 としては,234を20034や 2304とし
ている0)汁,それぞれU)ilj:香:決められ-rL位花にかけは■よい十進位
取 r)記数法の胡旦師が不十分なため,牧を読んだまEかき表 してし
ま1たと考えられる.
｢10()の菓｣ ｢10の束｣ ｢lu)は rJ｣の敏は.それぞれ異
なる記号を用いるのではなく,数字をかく位値によ-,て表す 卜進
位取 り記数法について,故え棒を使った傾作と位取 り記数法を往
得させ,艶解を深めることが大切である｡
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調香項 目2 10000までの数の構成
(1)弟数の学力
【表現 ･処理】 0 10000までの敏をよんだ り,表 したりすることができる｡
【知職 ･雌楯】 0 10000までの枚の Lくみを,十進位取 り記数法に基づいて理解す
ることができる｡
(2)問題
1 あわせて いくつになるかを数字でかきましょうO(3) (4)
ロ∃ @㊤④①o [互]①OOoO
(3)児竜の実態
問 噛 調査年度 矧待す る反応 主なつ1ずき
1 (3) 1998 2312...84% 230012
2006 2312...82% 23102...3%,
(4) 1998 1()05,..89%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②-)まずき反応の
③対策
3桁の巌をお金の図を使って衷 したもU)を,十進位取 り記数法
に基づいて数字でか くことができるかどうかを調査 した問題で,
前回と比較 して,空位のないものについて2ホイン ト,空位JJあ
るものについて 17ポイン ト下がってお り,結果は期待 したより
も下回るt)のであった
つまずきLr)原凶としては, 2312を230012としている
a)汁,それぞれJ-)束を決められた位置にかけばよい十進位取 り記
数法の理解が不 暮分なため,数が 10000まで拡張されても同
じように-)まずいて しまい,数を読んだ主よかき表 して しよった
と考えられるD
｢100の東 ｣｢10〝ノ凍 ｣｢1のば ら｣の数は,それぞれ異
なる記号を用いるのではなく,数字をかく位虻によって表す十逓
位取 り記教法について,お金の凶や数え棒射 吏った操作 と位取り
記数法を往復させ.理解を深めることが大切である｡
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調査項 Fj3 数の構成
(1)簡数の学力
【数学的な考え方】
【知識 ･理解】
(2)問題
○数の大きさを, 10や 100を単位にして,そのいくつ分と考え
ることができる｡
〇十進位取り記数法に基づ く数の構成を理解することができる｡
2 口にあては丁たる 数を かきIELょうo
(1) 120は
口 を 1こ [ コ
を2こ あわせ7-牧です｡
(3)4000と 700と 5を あわせた数
(3)児童の実態
冊 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
2 (1) 2006 100. 87%1 . 90 無答 ...8%
(4)反応から見た学力診断
①数の構成
②つまずき反応の
(∋対策
｢単位のいくつ分｣と7+7J見方から, 10000までの数の構
成をとらえることができているかを調査 した｡
2 (1)は ｢100といくつ｣という数の見方ができるかどう
かを朗べたものであるO達成率は 100が 87%, 10が 90%
であった〈
2 (2)は 100と】0と1を単位とする数の見方ができるか
どうかを調べたものであるっ達成率は71%であ-,た8
120を数構成的に ｢100と20｣ とみたり,｢4000と
700と5で4705｣とみたりすることができず,｢10と2
0で 120｣や ｢40007005｣と敬を読んだま上とらえて
いると考えられる｡
数え棒やブuックを数える操作を通 して,｢100といくつ｣
の数U)見方や 100や 10や 1を単位とした見方に高め,十進位
取 り記数法に基づ く数の構成を理解 させていることが大切であ
る｡
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調査項 目4 数の相対的な見方
(1)算数の学力
【数学的な考え方】
【知識 ･理解】
(2)問堵
○数の大きさを, 10や 100を単位にして,そのいくつ分と考え
ることができる｡
〇十進位取 り記数法に基づく敏の構成を理解することができる｡
2 口にあてはまる 数を かきましょうO
･2) 180は 10を[コこ あ-めた数ですD
(3)児竜の業態
間 髄 調査年度 糊待する反応 主なつまずき
2 (1) 1998 18.,.79% 8..,9%
2006 18.,.55% 8. .11%
(2)∫]998 il5. .81%
(4)反応から見た学力診断
(D前bJとの比較
②つ圭ずき反応u)
③対策
10や 100などを単位にして,それ らのいくつ分で数の人き
さをとらえ7J数の相対的な見方を調査 した問題で,前回と比僚 し
て,空位のないもいについて24ホイン ト,空位のD)るものにつ
いて 17ポイン ト下がってお り.結果は期待 したよりも下回るも
のであった｡
180を ｢10を単位 として 18個分｣ととらえる見方と18
0を ｢100を 1.個と10を8佃合わせた数｣ととらえる見方を
混同したためと考えられる｡
数え椿やブロックを数える操作を適して,｢10や 100を単
位として,そのいくつ分で数をみる見方｣に高め,十進位取 り記
数法に基づく数U)構成を耶解させていることが大切である｡
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調香 噴L]5 繰 り JTが りのあるひき算o)肇箆(I)什方
(1)算数の学力
【数学的な考え方】
【加識 ･lip_14宇】
(2)悶越
〇 ･U)位がひけないときは十の位からl繰 りFげることに昔日し
て繁簡の仕方を考えることができる｡
0繰 り下がりのあるひき第U)筆算の仕方を説明することできる｡
3 53-27をひっさんでLEす. 53
一一のくらいの けいさんのしかたは どlj)ように -27
(二日 LE]L量の項値
関 越 調査年度 期待する反応 主なつよすき
3～ 2006 --a)位がひけないV)で, 触 り■卜が りなし
｢(ノト位から1_くり下げ ･17%
(1)反応か(,見F-･学力言/31析
= ′了潤 の仕方の説明
(:i)つ主ずき反応の
診断
L3)対策
繰 り■卜が りのあるlJ-3r取/)筆算の仕方を十進位取り記放法に拭
-)いて純明することができろかどうかを調査した､
2位数rLJヒu)tJ＼さ節で -の位がひけ･Jにいとき,十Lj)位かl?,1練
り~卜げて 13-7-6と説明できたvT)甘 56O/Oであり 結果は
期待を下回るt､(nで.+,∫)た
-a)位を7- こうレIif筒したり,1-cr1位かr_.1繰 り下げるという
説明ができていなかったりするレノ).J:た,無答 も多く,十逆位
かがえるB
計打棒や,i-3食惰TF-i/Ltとu刃射乍を r車に.繁鋸惇式よで高めた V),
I().毎させr-りしながら,十進化的 L/)記数法にiE-うく筆算{/)イ｣方を
叩解させることが大切であるl
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調査項目6 た し算とひき第の頂算
(1)算数の学力
【表現 ･処理】 (⊃ (2位故)± (2位数),(3位救)- (2位故)の笥筒を-の位か
ら順に,練 り上が りや繰 り下がりに気をつけて計算できる.
【知識 ･理解】 〇十進位取 り記数法の理解を深めろことができるC
(2)問題
4 計貸 しましょうつ
(1) 27 (2) 96 (3) 72 (4) 126
+35 +37 -28 - 32
(3)児髄の実態
間 調査年度 期待する厄応 主なつ.-Eずき
4 (1) 1998 62. .97% 52
2006 62. .94% 52...3%
(2) 1998 133..97% 123
2006 133..85% 123. .3%
(3) 1998 44...87% loo,56
2006 J4...79% 56...10%
(4) 1998 94 ...85% 158.114
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
(卦対策
たし算やひき罪の隼第の技能が身に付いているかどうかを調査
した問題で,(2位数)+(2位数)に関 しては,繰 り上が りが
1回ある割符は 3ポイン ト,練 り上が りが 2回ある計算について
は 12ポイン ト,(2位数)- (2位数)で繰 り下が りが 1山1あ
る計節は 8ポイン ト下回っていたD (3位数)- (2位数)で繰
りFがりが 1回ある計算については 1ポイン トヒ回っていた｡
つまずきの原因とLては, 1位数同士のた し算,ひき算でU)汁
詩ミスや繰 り上がり,繰 り下が りの坪解が不十分であるといえる
と考えられる｡
筆算には,桁攻がどんなに大きくなっても, 1位数同士のたし
算,ひき界を位 ごとにいくつかのきまりに従って行えば答えが も
とめられるとい うよさがあるO従って,計算綿などの柁作からTE
昇形式に応めた とで,筆算の手順をくり返 し習熟させろことが大
切である｡
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調査項 目7 かけ算九九
(1)算数の学力
【表現 ･処確】 〇九九を晒記 し,(1位数)× (1位数)の計算が手際よくできるO
【知識 ･理解】 ○かけ算九九を確実に唱えることができる｡
(2)川題
4 計算しましようo
(3)児寅の実態
問 題 調査年度 期待する反応
4 (5) 1998 28 ...92%
2006 28 ...93%
(6) 1998 63 , .95%
2006 63 ...96%
(7).1998 48 . .87%
(4)反応から見た学力診断
①前L虫‖:の比較
(∋つまずき反応の
③対策
かけ第九九の計算が確実に身に付いているかどうかを調査 した
問魅では, 7×4については 1ポイン ト 9×7については 1ポ
イン ト 8×6については5ポイン ト前Ldを 上回ってお り,結果
はどれも期待どお りであるC
かけ第九九のEl'でも児屯のI'-1｣適いやすい 7×4, 9×7, 8×
6であり,つまずきの反応 として 7×4を ｢24｣,8×6を ｢4
2｣と他の九九と混同しているものが多かったOかけ第 (2)の
学習では, 5の段までに比べて九九が覚えにくく練習時間が不十
分であるため,九九が確実に身に付いていないと考える｡
かけ算の指導では.計算の意味や仕方をブロックなどの操作を
過 して理解できるようにするとと吊こ,計算技能を習熟を周るた
めに,楽しい九九のカー ドゲームや唱え方を 亡夫することが大g]
である｡
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調査項目8 数直線
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 01目盛 りの大きさを考えて,数の大きさを判断することができる｡
【表現 ･処理】 ○数直線上の数を手際よくよむことができるO
(2)間頗
(3)児童の実憶
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
5 (ア) 1998 850...81% 805...12%
2006 850...89% 805... 5%
(イ) 1998 990...74% 999...12%
2006 990..,78% 999... 8%
(ウ) 1998 1050. .55% 1500..22%
(4)反応から見た学力診断
(》前回との比較
②っまずき反応の
③対策
数直線 ヒに表 した 1000前後の敬を,1目盛 りの大きさを考
えて読み取ることができるかとうかを調査 した問題で,｢850｣
をよむことについては8ポイン ト ｢990｣をよむことについ
ては4ポイン ト ｢1050｣よむことについては 15ポイン ト
前回を上回っている｡
｢990｣を上山ことについては ｢999｣,｢1050｣を
よむことについては ｢1005｣｢1500｣とよみ違えるもの
が多かった｡これは,敏直線上の 1日盛 りの大きさを正 しくとら
えられていないためと考える｡また,1000までの教について
10とびで数えられるが,1000をこえると100とびにして
いる児塵もみられた
1目盛 り〝)大きさが 1でない数直線に-)いては,数直線と数を
結びつけて丁寧に指導 し,数の大小,順序,系列の理解ができる
ようにすることが大切であるO
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調査鳩 目9 敬の大小
(1)算数の学力
【数学的な考,L方】 ○ 卜の位の数字か ら順に比べて,数の人中を判断す ることができる
【末梢 ･処刑】 〇十進位取 り記数法の しくみを射 こして,1000までの教の大小
を判ICJTす ることができるD
(2)問題
(こち)児rTi'i:u)r)書簡
関 越 調査年度 ltjJ持す ろ)よ応 i7_な/つまず き
6 (i) 1998 十o)位 ...68% 百0)位 . .loo/o
2006 十U)位 ...84O/.I, Ej-a)位 ...3%
(2) 1998 692. .97%
(｣)JKr.･L:か ら比r一学力診断
(n前凹 との比較
②つ まずき反応の
診断
母1/L対帯
1 000よでの数の大小比敵の 中で も,百の位 の数字 ′畑 rlじで
卜の位o)数字で比べなけi日でな らない陽斜こついて,十u)位に 打
出して人小を比較 していろか どうかについて調査 した間鰐で,十
の位に1㍍.'臼できていた児範は前LJを 16ポ イン ト土l叫-)ているO
また,正 しく大小比蛾できたのは前｢可と同 じ達成率であ-〉た
つまず きJ)原因 とLて, 良ll/)イi/_に着EJLた ものや無答が多 く.
単に敬t/)大小比悦ができ右ばよU)でほ/J-:く, どこの位o)牧Ij'をみ
てそ う判 断 Lr:.a)かを鋭明 させ るな どして,赦U)大小比較をす る
際には,上の位か らから順 に比べ ていけげ よい こ L･.rこ気づかせ ろ
よ うな指導 を してい くと､雪がある)
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調査項 目10 2位数同士のたし算
(1)算数の学力
【表現 ･処理】 ○敬構成に悲づく計罪ができる｡
【知識 ･理解】 ○数構成に韮づく計算を適 して十進位取り記数法u-)理解を深めることが
できる｡
(2)問題
7 計算しよしようo
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
7 (1) 1998 50. .92% 5. . 3%2006 . 4
(2) 1998 53. .87% 52. .2%
(4)反応から見た学力診断
①前fdとU)比較
②つまずき反応の
③対策
指導内容が 1年生から2年生に移行されたものである｡数柄成
に嬉づく計算ができるかどうかを調査 したr晋l題で, 7 (1)は 2
ポイン ト 7 (2)は8ポイン ト前回を上回っており.結果は概
ねよいといえる0
,1虻答やケアレスミスもあり,計算棒やお金模型など頼馴乍を通
して, 1｢)を酎 正として基数同士の基礎的 なたし弟に直 したり,
位ことに計節すれ ば ,簡単に答えを求めることができることをと
らえさせるようにすることが大切であるOよた,その上で,楽し
みながら取り組める繰 り返 し練習を行 う必要がある｡
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調査項 目11 文章題を読んでのかけ算の演算決定
(1)算数の学力
【教学的/J.'考え方】
【表現 ･処理】
【知識 ･理解】
(2)問題
○文章題から演算決定に必要なIi●f報を収銀す ることができるo
O文帝題の具体的な数息に昔目して,かけ第の式で表すことができ
る｡
O ｢～の何†告 や･両立とする大:ごさのいくつ分かを求める場面を理
解することができる｡
8 こたえを T-1､す しきを かきま しょう○
(1)赤の リボンは 3mですo
青の リボンは 赤の 2ばいの長 さだそ うですo
市の リボンは なんmで しょうo
(2)ケーキのt-[こが 3けこあ りますc lは二にケーキは 2こずつ
(3)児童の実態
問 雌 調香4T.皮 期待す る反応 ナなつまずき
8 (1) 】998 3×2...43% 3+2...25%
2006 3×2...79% 3+2.,,18%
(2) 1998 2×3...35% 3×2...41%
(4)反応から見た学力診断
a)前回との比較
:21つ.Eずき反応の
3)対策
かけ算の昔味理解ができているかどうかを調企 した問題で,8
(1)では 36ポ イン ト 8 (2)では 19ポイン ト前同を 上回
っているが,達成率はどちらも不十分であると考える｡
つ 去ずき反応 として.8 (1)では. 3+2とたし許にするも
のが多く,r～U)何倍｣ とい うことばから,かけ算がイメージで
きてい/Llいことか ら,｢～の何倍｣の意味理解が不十分であると
いえる｡ また, 8 (2)では, 2×3 とかける数 とかけられる
敏を逆にしているものが止倒的に多く,冊題文のかrJ l単位 とそ
のいくつ分｣にあf-るものを舶 V)出せていないことか ら,一単位
とそのいく-)分｣についての意味理解が不 卜分であるといえろ､
かけ罪を正 しく立式できるようにすろために,ブロックの槻作
を通 して.[剛 立とそのいくつ分｣や ｢～何倍｣をとらえさせ,
それを丁寧にかけ範の式に結びつけていく必要がある｡
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調査頃日12 答えが同じになるかけ舞
(1)算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 ○答えが同 じになるかけ昇をすべて見つけようとするO
【数学的な考え方】 01つの数を他の敬の織とみることができる｡
(2)問題
9 こたえが つぎの 数になる かけ算の しきを ぜんぶかきま
しよう○
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
9 (1) 1998 完答 ...81%
2006 克答 ...80%
(2) 1998 完答 ...70% 4×9 (9×4)が不足 している ..6%6 6が不足-10
(4)反応から見た学力診断
荏)前回との比較
⑧つまずき反応の
③対策
1つの数を他の敬の槽 とみる見方ができるかどうかを調査 した
問題で, 9 (1)は前回とほぼ同じ80%, 9 (2)は前回に比
べて, 7ポイン ト上回っている
主なっまずき反応は ｢12Jr36Jのどちらに関 しても.誤
答は少なく,答えが同 じになるかけ等を全て雷き出せていない不
完全なものがほとんどであったO梓に,｢36｣に附 したは4×
9あるいは 9×4が不足 している児寅が 5%, 6×6が不足 して
いる児壷が 7%いた(.
つまずき〟刃原因としては 1つの数を他の数の和 とみる見方が不
十分であり,答えが同 じになるかけ諒であることは九九を柵成 し
ていく際に気づいているが,九九表を使った り,九JLを唱えナー り
しながらいろいろな方法で答えが同 じになるかけ弟を見つける指
導をを丁寧にする必要がある｡
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調香境 目13 かけ算のき とり
(1)算数の学ノブ
【閑心 ･意欲 ･態度】 ○既習市項を活用 して,かけ算の答えを見つけようとするっ
【数学的な考え方】 〔)乗数が 1増えると耕il.被乗数だけ増えるとい うき 巨りをみつけ
ることができる
(2)関越
(3)児範の実健
FuFJ 箇 訓育年度 期待す る反応
lO (日 1998 かける散が 1増えると,答えは 777七つ増える
･,t70 %
2006 (完答)...59%
(2) 1998 7×1+7..200/U
5×7 ..16%
7+7.書7十7十一7
･.17%
2006 7×4+7..15%
5×7 ..72O/O
7十7一丁717+7
(4)FSLr志から見た′羊力診断
I:1滴i回との比較
e)つまずき反応o)
.診断
(∋対策
7の段L/)jLLJLに/Jいて, 東牧が 1ふえろと,答えは披乗牧だけ
ふえる,しい うかけ符のきまりがIlji解できているかどうかを調査 し
た問願で, 10 (1)け rifJlr｣を 11ポイン ト下回 った結果が得 ら
れ上o ]o (2)ではオーI/ン/1:問題を設定 して 7×5U)答*の
冊 し)jU)l析rI.Lを嗣査 Lr=が,前回と同様に交換は別型が一番多く
開放型,暴 ))｢卜型の順に多かった.J
10 (1)0)つまず きは,｢かける敬が 1ふえる｣ とい う記述
がなかった り,無答であったりするものがほとんどであ(た′ま
た, 】O (I)で 70)段のきj=hりが答えられた.児壷が 59%がい
たにもかかわらず, 10 (2)で (ア) 7×4-28 28に7
｢7をたして35とした児穂は 15%であ り,十分にき よy)を活
用できてい/:iいと考えろo
ブロックの操作やアレ一同の観察を過 してかけ算のきまy)を見
出 し,言柴でていねいに理解できるようにする必要がある｡
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調査項目14 答えの確かめ
(1)算数の学力
【関心 ･杏飲 ･態度】 ○既習叫頃を括刷し,筆舞やかけ算の答えのた しかめができる｡
(2)問題
11 こ,'･えu) たしかめをします｡
じぶんの たしかめかたに Oをつけましょう
(1) 53
- 27
(2) 7×6-4
(ア) 26+27を計算 して53になるかどうかを
たしかめる｡
(イ) もういちど53-27を計算 して26になる
?? ?
? ? ?
??
?
?
???
?
かどうかをたしかめる｡
~ をつかってた しかめる
?
?
?
?
を6かいたしてたしかめる｡
×7でたしかめる｡
×5-35に7をた してた しかめる
は じきをつかってた しかめる1
(3)児竜の実態
問 題 調査年度 期待する反応
ll 1998 逆界型 ...53%
再思考型 ..38%
操作型 ...18%
2006 逆算型 ...57%
再思考型 ..32%
操作型 ...19%
(2) 1998 累加型 ...21%
法則型 . .52%
関数型 ...30%
操作型 .. 8%
2006 累加型 ...18%
法則型 ...58%
関数型 ...27%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
(診つまずき反応の
診断
③対策
ひき罪とかけ諒の答えU)確かめ方について,計釦 二関 して成 り
立つ性質が活用できているかを調禿 した問越で,前回と同様な傾
向を示す結果が得られた｡
ll (1)では,教科苔で減法が加法の逆算になっていること
を所用 して答えの舷かめをすることを扱っているので,(ア)逮
算型の反応は抑待 Lていたものより低いものとなっている.これ
から,加法と減法の相互の関係の理解が不 卜分であることがわか
る6答えを確かめる際に逆算を活用 していく指導をT牢にする必
要がある.】
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調査項 Ff15 図をみてのかけ算の演算決定
(1)算数の学力
【表現 ･処理】 ○かけ節の式 とその図を結ぶことができる｡
【知識 ･理解】 ○単位のいくつ分を求めるかけ缶の意味が分かるo
(2)問題
■-
(3)児童の実態
問 題 調査年,皮 期待する反応
12 1998 3×5 (イ) 64%
5×3 (ア) 64%
4×2 (ウ) 91%
2006 3×5 (イ) 76%
5×3 (ア) 76%
4×2 (ウ) 97%
(4)反応から見た学力診断
q)前回との比較
②っまずき反応の
診断
③対策
かけ算の式を見て,そa)式の意味を表 している図 と正 しく結ぶ
ことができているかどうかを調査 した問題で,前回と同様な傾向
を示す結果が得られたT.3×5と5×3の式をみて図を7Lしく結
べなかった児童のポイン トは折回を少 し と回っているが,達成率
は思 うように伸びていないことが うかがえる｡
5×3と3×5の図を反対に結んでいる児童が多 く,かけ算の
意味理解が不 卜分であることと考えられる｡
｢単位とそのいくつ分｣のい う見方をブロックの操作を通 して
理解 させ,｢5の 3つ分｣ とい う青紫 とそれをあらわす式 ｢5×
3｣ とを丁寧に結びつけていく指導が必塵である｡ さらに,式か
ら富来やブELツクの撫作-戻すなど往復することも大切である.
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調査項 目16 かけ算の作問
(1)許数の羊j]
【関心 ･意欲 ･態度】 ○絵を見て,かけ界の式になるような詣存つくろ･)とする｡
【知織 ･理解】 ○かけ舞の場面が分かる｡
(2)問題
13 絵を見て 3×4の しきになる おはなしを つくりま しょうo
瑚 癖 醜 融 iF
r
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応
13 1998 l(完答). .52%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比接
②つまずき反応の
診断
③対策
かけ算の作間ができるかどうかを調査 した御題で,前回を4ホ
イン ト上回る結果を得られたが,達成率は56%と期待 していた
ものより低い｡
つまず きとして ｢3人ずつ｣｢4組います｣とい う単位にあた
る言薬やいくつ分にあた,I)言紫が香けていないものが多かったO
また,無答の児藍も多く,かけ算の作間の指導が不十分であると
考えられる｡
かけ舞の意味理解では,ブロックの操作を通 して実感的に理解
させることか大切であるが,かけ算の単元の終末で.'j:,場面絵か
ら,逆にかけ算をイ メージして問題をつ くることも,かけ算の意
味理解を深めることためにかかせないことである
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第3学年 結果と傾向
1 結果 (叫主対象児堂故 1525人)
1 口に あてはまる数を かきまLJ:う｡
■i
日 )7×4の答えは､7y5の答えより 92% 小さい｡
(2)2400000は,10000を
(3) 500を. 10倍した敗は
また.10でわった散は
ト二､･､ こ あつめた故です
Eコ ですo
Eコ です｡
･4,孟芸.oT.00は･一万を邑 こと千を同 こあわせた
(5) 1本65円のえんぴつを100本買うとEq 円ですレ
2 Jの 弘を fきまLJ=う｡
5m.07年 耳 ,0.:.rj 80000｣_ー_｣｣
3 大きい方J= O をつけまLsうJ
･1,⊂= 9582 107050 ヨ
･2ノ⊂127598 27641 F
4 次の1十Tをしましよう
川 20×5-ど L2190-3-｢可
･3,2｡0×3- L311 (4)120-4-【手口
5 什■のしかたを萌えています ､
L ｢は.とんな書十井をしているのでしょう｡
(l)羊7rの考え
2 7
× 5
3 5
1 0 0 1 46%
1 3 5
(2)12×3のftfを､12を工夫して計3(すると.
12×3-二三耳~1.⊂≡コ
(3)25×18の什井を､18を工夫して計■すると.
25×18- 口 重 □ +F ｣
6 次のLHtを 事書でしまLJ=う｡
｢ E ]
⊂ コ ｢`
`F｣`F｣
7 次の間噂を扱んで.答えを出す式を 書きましょう.
(l) あめが 18こあります､3人に同じ故ずつあげます｡
1人分は.なんこでしょう.
巨二 76%
(2) 24mのロープは.4',71の0-7の何捨てしよう.
k 忘 ㌃ ~ - _二
(3) 20こ りんごがあります一 1人に3こすつくばります.
何人にくばれて､なんこ あまるでしょう
L __二手二二二_コ
8 次の計事で まちがいに血 kぶ xを つけましょう｡ 完答41%
17-6=3あまり1 ( ) 24二5-4あまり4 ( )
34二8-4あまり2 ( ) 25丁3-7あまり4 ( )
9 30-4-7 I2 の答えを たしかめま㌻.
あIiたなら.どの考えでたしかめるか Oをつけ3=しよう｡
(13%)おはじき30こき､4こすつ分けて1=しかめる.
(43%)4のだんの九九を､もう一度青いながらたしかめる ▲
(37%)4×7+2 の計書をしてたしかめる｡
10 12-3 の糊付を作りまLJ:う,
b･o o d→ O
等分斡56q_b.
包含除23%
何倍か 1%
b･ 〇 ･〇
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2 傾向
(1)達成率が高い指導内容
(D数に関して
｢数の構成｣ (問題 1(1).(4))
7×4と7×5の差を考える問題では達成率
が 93%と前回と比べ 8ポイン トも高 くなって
いる｡また.今回設けた35000の構成を考
える問態では達成率が96%と非常に高い｡こ
れは.九九の構成や大きな数の構成についての
指可の徹底が図られているといえる｡
｢数の大小比較｣ (問題 3)
96828と107050, 27598と2
764 1の大小を比較する問題の達成率はそれ
ぞれ. 96%､ 89% と高い｡これはけたの数
に軒目して大小比較する十進位取 り記数法の指
導の徹底が図られているといえる｡
②計算に関して
｢かけ算｣ (問題 4(1),(3))
20×5, 200x5の計算では.それぞれ
達成率が89%. 90% と前回同様高い結果と
なった｡これは. 20. 200を 10 100
のいくつ分と考えて2×5をもとにして考える
計算の仕方の指導の徹底が継続的に図られてい
るといえる｡
｢かけ算の筆井 ｣ (問潜6(1).(2))
27×3. 48×6の達成率は.それぞれ 9
1%. 89%であったO前回同様高 く. (2位
敬) × (1位数)の筆井の習熟がくり返 し行わ
れ.定着 しているといえる｡
(2)達成率が気がかりな指導内容
Li)数に関して
｢数の相対的な見方｣ (問題 1(2))
10000を単位として数の大きさをとらえ
る問題では,達成率が 61%と前回より8ホイ
ント上がっているが.満足できる数値ではない｡
これは.十進位取 り記数法にもとづいた下図の
相対的な見方の指尋が不十分であるといえるo
｢数の系列｣
数直線上の数を読む問題では. 77%と前回
より5ポイン ト下がっている｡これは. 1目盛
りがいくつを表 しているか数直線の見方の指導
が不十分であると考えるQ
(2)計算に関 して
r計算の仕方｣ (問題 5(1))
27×5の筆算の計算の仕方を説明する問題
は.前回よりも27ポイン ト上がったが49%
と低い｡これは.十の位を 1つずらしている意
味の指導が不十分であるといえる｡
｢計算の工夫｣ (問題 5(2).(3))
12×3の 12を工夫する問題は前回より7
ポイン ト上がり34%. 25×18の 25を工
夫する問題は 3ポイント下がり23%であった(
引き続きこれは,分配法則を活用する指導が不
十分であるといえる｡
｢わ リ算の立式｣ (問題 7(l),(2).(3))
18ナ 3 (等分除), 24÷ 4 (何倍). 2
0÷ 3 (余りのある)わ リ算の文章問鴇を立式
する問題では,前回に比べそれぞれ. 16ポイ
ン ト. 10ポイント. 11ポイン トと下がって
いる｡これは文章問題から計算の意味を読み取
る指串が不十分であるといえる｡
(森金 永二)
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第 3学年の学力診断調査の分析
調査項 目1 九九の構成
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】
(2)問題
○ 乗法に関して乗数が 1減るごとにその積は被乗数ずつ減る
ことが才)か,.')O
1 (1) 7×4の答えは, 7×5の答え上り口小さい｡
(3)児竜の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
1 (1) 1998 7...85% 1...7%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
この問題では,兼敏が 1減ると積がいくつ減るかといった乗数の減
少に対する被乗数と符の関係がどれだけ定着Lているか調査 したO
今回の達成率は 92%であったJ前回よりも7ポイン ト上がってい
る｡今回も期待値を90%と設定していたので,上回る結果となった ,
前回同様すこな-)まずき反応は 1で4%いた､これは前回同様,乗数
が 1減ると椋も1減ると誤った埋解をしていると考える｡かけ算の意
咲,かけ算の式に表す意味の稚解が深まる聾より一層努力する必要が
あご:)0
つよずきの原因としては ｢九九の構成段階の理解が不十分｣と考え
られる｡5の持,2の段,3の段 ･･･と九九を構成 し,唱えられる
ように掃導 していくが,かける数が 1.増えるごとに答えはかけられる
敬ずつ増えていくという )j力向の指導になってはいなかったか｡
･方方向の指導にしないためにも逆の 1減った場合は答えはどうな
っていくかという指導を取 り入れながら九九を構成させていく必要が
ある｡
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調査項 目2 数の和対的な兄方
(り 算数の学力
【数学的な考え方】 〇 十,冒,千.一万などの数を1単位 として考え,ある大き
さの数をそのいくつ分とみることができる｡
(2)問題
1 (2) 2400000は, 10000を□こ あつめた数ですO｡
(3)児虫の実態
問 題 調査年度 期待する反応 ｣三なつまずき
1一(2) 1998 240 ...53% 24 ...41%
(4)反応から見た学力診断
①前匝は の比較
②つまずき反応の
③対策
この間越では,一万を単位 とする数の相対的な大きさの理解がどれ
だけ定着 しているか調塵 したo
今回U)達成率は66%であった.,前回よりも7ポイン ト上がってい
る｡今回も期待値を80%と設定 Lていたので,上がってはいるが満
足できる数値ではないと考える｡
前回同様主なつまずき反応は 24で 15ポイン トも下がっている｡
まず,数の相対的な見方が十分身に付いていないと考える｡十や首を
単位 として数をみる見方は,第 2学年までに,具体的な操作を通 して
学習 してきているOこの間題では,桁数が多くなっていろが,桁数が
多くなっても数の相対的な見方が拡張できるよう指導の工夫が必要と
なってくる｡ また.桁数が多いので位の読み間追いも起こりやすくな
ってくる｡
つまずきの原区lは ｢敏の相対的な見方が,桁数が多くなった場合拡
張 して考えられていないl｢桁数を見誤っている｣とい うことである
とた;える｡
｢何のいくつ分｣であるのか単位をはっきりさせた り,｢桁数を区
切って考える｣操作的な満軌を取 り入れた りする工夫が必嬰 と考えるO
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調査頃 日3 数の構成 (10倍 と10でわ′-た数)
(]) 節数e.)学力
【知識 ･理姉】 ○ ある敏を 10倍 した り, 10でわった敬及びその表 し方につい
て稚解するO
(2)rlrl嘩
1 (3)① 500を, ]0倍 した敏は口です.
②500を,10でわった数は口です｡
(3)児竜の実健
問 題 調査年度 欄待するJ女応 上なつまずき
1 (3)(Tl 1998 5000...82%, 50000...2%
2006 5000...92% 50000...2%
(3)¢) 1998 50...78% 500...6%
(4)反応か r)見た学力診l桝
ul前回 とo)比崎
'iつまずきj又応の
詮はlr
Q)対策
こu)閃,鱈では,もとの解放を500として,そL,/)10倍の数.10
でわった致o)大きさu)挫解がどれだけ定JLrしているか澗香 しp-.
今恒10)達成率riLT)が 92%,e)が87%であった〔前ri1よりL(1)が
10ポイン ト,②が 9ホイン トもLがつている｢今回 も期待僻を90
%と設定していた(/)で,満足できる酎 直と考える二､
主な/)長すさは前EF._r同様LTが50000で2%.(2'lが500で5%
とほとんど変わ らなかった
つ E｢ドさの原rk=ま,｢10倍する意味. 10で割る意味U)児解が不
f･分｣｢位取 V)吾己教法の原即のEll.解が不十分｣である と考える
今回の間胤 二L 3けたのノ臣丘か10 〝)敏を 10倍 した り, 10で割っ
た りしたが,1桁や 2桁の敬字から汲い, 10倍 した散 ともとの数を
並べてかくなど速いに前目させて ｢準に指華する必要があるO
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調査項 目4 数の構成 (1万を何個と千を何個)
(I) 算数の学力
[知職 ･鼎解】 0 1万や千を単位にして敬の構成をとらえることができる｡
1 (4) 35000は,-方を□こ,と千を□ニあわせた数ですoO
(3)児童の実態
聞 越 調査年度 期待ナる反応 主なつまずき
1 (4) 2006 3...98% 30...1%
※前回にはない新殻閉店のため 1998年度のデータなし
(4)反応から見た学力診断
①前凹との比較
(卦つまずき反応の
診断
③対策
前回にはない新aJL関越である.この問題では,大きな数を 1万や千
の単(ItL/:のいくつ分と考えられるか数の構成について調査 したD
達成率は34)5卓､98%と高いO十分満足できる数値であるO
宅なつまずき反J,Lt'Jil万を30個,千を5000個であった｡位の
読み間述いや単位のいくつ分U.)理解が不十分であると考えられるJ
つまずきの原因は ｢数の相対的な見方が,桁数が多くなった場合拡
張 して考えられていない｣｢桁数を見誤っている｣とい うことである
と考える｡
｢何のいくつ分｣であるのか単位をはっきりさせた り,｢桁数を区
g]って考える｣操作的な悟動を取 り入れた りする工夫がと､要と考えるO
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調査項目5 100倍の数
(I) ?#の*力
(知識 ･理解】 ○ ある敏を100倍 した数及びその表 し方について理解するL
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
※前回にはない新設問題U)とめ l998年度のデータなし
(4)反応から見た学力診断
Ll)前lqとの比較
②-1よずき反応の
前kjJには/Liい新教問題である.3年#.には 100倍の扱いはないが,
このrLFJ越では,10倍の考えを基にして 100倍について薙展的に考
えられるか調査 した｡
達成率は 73%である｡期待値を80%と考えていたので,満足で
きろ数値とはいえない｡
主なつまずき反応は,650で 10倍 したにすぎない｡10倍 まで
の知識 ･技能しかないのであるが,10倍そのままをj-EL;いているのは ,
倍概念の理解が不 卜分であると考える亡
つまずきの原田は, 10倍の概念のPTl.解不足や既存の知識を基に発
展的に考える経験不足が考えられる0
10倍の指導の際に,発展的に 100倍の場合も扱って指導すべき
ではないかと考える.
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調査項 目6 数の大きさ (数直線)
(I) 算数の学力
【数学的な考え方】 ○ 数直線を見て, 1日盛 りの大きさを考えることができる｡
【知稚 ･理解】 ○ 数直線を見て,手際よく数の大きさを読むことができる｡
(2)問題
(3)児童の実態
問 題 網査年度 期待する反応 主なつまずき
2 アイ 1998 55000...84% 50500...3%
2006 55000...86% 5500...5%
77 2 7 7
2006 7700()...82% 7700. .4%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
診断
③対策
この間腰では,敬-KI1線⊥に表された数を 1円盛 りがいくら∴な:I.,か
考えて読むことができるかどうか調査 した｡
今回の達成率はアが86%,イが82%であった.前回よりもアが
2ポイン ト上がり,イは同 じであった一今回も期待値を90%と設定
していたので,今後の指導に留音する必要があると考える｡
今回の主なっまずきは,アが5500で5%,イが7700で4%
であった. これは,桁数が把握できていなかったり, 1日盛 りを 10
0ととらえてしまった りしていると考えられる｡
つまずきの原因は,席〒敗の見誤 りだったり, 1目盛 りの人きさを7E
しくとらえられていなかったりするものと考える0
位の4つごとに印を入れるなど桁数を正 しく読み取る技能の指導
辛,数直線上の数値を順に誹み取 り,その理由を説明させたりするな
ど,低学年のころから系統的に 1目盛 りの大きさに着 目させて数直線
を読み指噂を行 う必要がある｡
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調査項 目7 数の大小
(り 算数の学力
【滋現 ･処理】 0 1万以上の故の大小比較が できる｡
3 大 きいjjlに 〇 ,i.つけ .EL L;).
･1,□ 9582 10 7050□
･2,□27598 27641□
(3)児乾の実態
悶 煙 調査隼度 期待十 ろ一i応 T.皮/)よすき
3 (1) 2006 1()7050...99% 95828...l%
･#前l叫に1/山 ＼所設帆雌u)とめ l098年増のデー タむ し.
(4)T<応か ら比/弓 1力診断
lJiJ-回 とO-)比較
rJつ.上すさ反応の
診l析
(Tl'対策
新設の 1ノコー以 Lvl放くノ)大小比較 であ る｡ この間雌で代.桁故や桁の
教 をLて大 きな牧(/)大′ト比dl'･掃 くで き るか ど :)か調 p-tした,遠戚やけ
(1)が 99%,(2)が 91% JL･卜')浦 FTi=で きろ放縦であ-つ'/'"
-)まず きU,r弓刷 としては,桁赦o)読7州lL,違 いか比 べろ桁U)証jJ･r,lH違
いではないか と考え;3
1t,ヾ 7J畔にそ ろえてか くことや,比べ i)桁に 二をつけろな ど桁L/)敬
を f二しく読 み似 ろ柁経や,大小の稚巾を説明 さiLるな ど,小 さい牧か
ら系統的に大小 を比べ る精 薄 ノ)工夫が必要である と考えろ｡
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調香項 目8 何十 ･何百のかけ算
(l) 算数の学力
【表現 ･処理】 ○ (何十 ･何百Jyl位数の計算をすることができる_
4 次の計算をしましようO
(3)児童の実態
FHl 腐 郡査年度 Wl待する反応 主なつまずき
4 (1) 1998 100. .92%
2006 10(). .92% 4...3%
(3) 1998 600. .94% 6000. .2%
(4)反応から見た学力診断
(D前回との比較
②つまずき反応の
肇)対策
この間越では,かけ辞の頂界につながろ何 卜何百のかけ芥ができる
かどうか嗣癒 したC今回の達成率は (1)(3)が92O/0,94O/.と
前回と同じであった.今回も期待値を90%と設定 していたo)で,か
け芽に関 して満足できる数値と考える｡
かけ筒の主なっまできは,誤答が 10や 6000などで何十や何百
を10や 100のいくつ分と見て計算できていなかった｡
つまずきの原因は.かけり第g)計符の仕方の指導不足,習熟の不足
であると考えるe
お金模型などをはった操作を重視 した,計算の仕 )プの指導を改謹-':し
ていかなければならない｡
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調査項目9 何十 ･何百のわり麓
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 ○ (何十 ･何百)÷1位数の計算をすることができる｡
(2)闇越
(3)児童の実態
聞 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
4 (2) 1998 30...80% 270...9%
2006 30...69% 270-10% 無答-9%
(4) 1998 30. .79% 300...3%
(4)反応から見た学力診断
①前岡との比較
t))つまずき反応の
この間題では,かけ算の筆算につながる何十何百のわり算ができる
かどうか調査 した｡今回の達成率は (2) (4)は69%, 63%と
前回よりもそれぞれ 11ポイン ト,18ポイン トも大きく下がったU
今回ヰ)欄待値を90%と設定していたので,わ り辞に関して大いに讃米
越の残る数値と考える｡
わり算の主なっまずきは,かけ算の勘違いが 10%と多いが,無答
が10%もあるのは,大いに問題である.
つまずきの原因は,わり算の計算の仕方の指導不足,習熟の不足で
あると考える｡
お金模型などを使った稚作を虚祝 した,計算の仕方の指導を改善し
ていかなければならない｡
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調査項目10 かけ欝の筆算の考え
(1) 算数の学力
【教学的な考え方】 ○ (2位数)× (1位数)の筆算の仕方を部分席をずらして考
えることができる｡
(2)問題
5 引算のしかたを考えています巾
l 恒 ､どんな計欝をしているのでしょう｡
(1)筆算の考え
2 7
× 5
3 5
1 0 0-日-
1 3 5 =二 二 .
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応こ 主なつまずき
5 (1) 1998 20×5.. 12% 2×5,5×2...42%
(5×20) 27×5...4%
2006 20×5...46% 2×5,5×2. .18%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比校
②つまずき反応の
診断
③対策
この問題では,かけ賃の筆算の部分稀の意味を意識 して位 ごとに計
算できているかどうかを嗣査 した｡今回の達成率は46%と前回より
も24ポイン トも上がっているが,満足できる数値ではない｡
主なっまずき反応はユ2×5や 5×2が18%と前河よりも24ポ
イン トt)下がったO
つまずきの原因は形式的な説明の仕方 しか身についていないと考え
る｡
お金模型を操作したり,部分jiJの意味が分かるように視覚的に板苔
を工夫 したりするなど,計算の意味に振 り返る指導が大切である｡
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調麿増 田11 かけ算の計算の仕方
り) 算数の学力
【数学的な考え方】 ○ (2位数)× (1位数, 2位放)の計算の仕方を2位数を何
十といくつに分けて考えろことかできろ｡
5
(2) 12×3の計算を､ 12を工夫 して引算すると､
12×3- l 】 + l 2×3 【
(3) 25×180■一計許を､ 18を工夫して計算すると､
(3)LnL竜の実憶
問 題 調査年健 期待す るIR-I,古 ヒなつEずき
5 (2) 1998 lOX3 (30)...33% 36,,.33% 10- 10%
2006 LOX3 (30)...4 1% 36...16% 1×3.-L2°/o
(3) L998 25× 10 (250)...29% 10- 15% 25× 1- 9%
(4)反応から見ti-学 力診断
('i)前LiLtと(/)比較
(2h,/)-Eでき反応U)
竃)対策
ニu)p-n越で性 かけ筒u')計算'iJl立ごとに計算すれげよいことがわか
っているかどうか調虐 Lた_今桝 u)達成率は (2)が41%, (3)
が 35%と前回よりt)そJ-Lぞ,it87J-1イン ト,6ホイン ト上が/)ている
が,満足できる政 情で日fLいO
辛'+Llつ 七丁き反応は.(2)では.1×3が 12%で lOX36/1･表
が 12%で前同よりヰ)3ポイン トl二がっている.これ も,25× t0
を表現するのにIT:卜分であった1汀能性があるO
つまずきu)原因は形式的な説明の仕jJLか身についてい/Llいと考え
調査項 目】0と同様に,お金梅型を楳作した り,部分粘U)意l味が分
かるように視覚的に板 .lFを工夫 した りするなど,計算U)意味に振 り返
る指導が大切である｡
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調査項 目12 かけ等のrt筋 (2位数×],2位敬)
(() 詩数の学力
(表現 ･処理】 ○ (2位教)× (1. 2位敬)の笠石._が正 しく速くできるO
6 次の計許をi^ri筒で しょLよう○
(3)児丑の実態
問 榎 調糞年度 期待する反応 上なつまずき
6 (1_) 1998 81...89%
2()06 81...91% 不完全なアルゴリズム,九九･た し算の間違い 8%
(2) 1～)98 288...85%
2006 288...8tJo/o 不完全なアルゴリズム,jL九･た し筋の間違い 10%
(3) 1998 1440t..73% 225...3%
2006 1440...78% イ-L完全なアルゴリズム, )L九･たし算の問違い 20%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比板
②つまずき壕応の
③対策
この関越で札 かけ辞のT;罪 (2位放×1,2位数)の計算技経が
定着 しているかとうか調査 Lた,(1)は 2ホイン ト (2)は 4ポ
イン ト, (3)は 5;rlイン トそれぞれ Lがった (1)(2) に附 Lて
(よ泌i足できろ数値だが.(3)については期待 Lた倣値よりも下回っ
ていた｡
それぞれの関越でU)もなつまづきの原I刷ま,アルゴリズムが完全に
身に付いていなかったり,単純fht九九のr郎垂いやくり上がりのあるた
し鼻のfLl違いであった.
アル ゴリズムu)理解場面での指単を坑点化すると北に,意欲的に行
えろ習熟 ･緋習IJ.,lLWやその取 り組み方の工夫が必要であると考え ろ ｡
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調香項 目13 かけ算の筆算 (2.3位数×2位教)
(り 算数の学力
【表現 ･処理】 ○ (2, 3位数)× (2位数)の雅算が.TLしく速くできる.
(2)問煩
6 次の計算を筆算で しましょう｡
(4)96×52 (5)70×51 (6)315×42
(3)児轟の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
6 (4) 2006 4992. .77% 不完全なアルゴリズム,九九･たし算o)間違い 20%
(5) 2006 3570. .87% 不完全なアルゴリズム,九九･たし罪の間違い 10%
※前回にはない新穀問題のため1998年度のデータなし
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき乾応の
新設の (2, 3位数)× (2位数)の筆昇であるC この間髄では,
かけ算の笹節 (2. 3位数×2位数)の計算技能が定着 しているかど
うか調査 した｡達成率は (4)が 77O/.,(5)が87%,(6)が
62%であった｡ (5)は満足できる数値であるが,(4)(6)につ
いては,指導の工夫が必要である｡
それぞれの間廟でのIi=なつまづきの原因は,前項と同様にアルゴリ
ズムが完全に身に付いていなかったり,里純な九九の間違いやくり上
がりのあるたし署の間追いであった｡数が大きくなると割合は多くな
っている｡
前項と同様アルゴリズム0)W.解場血での指導を虚点化すると共に,
昔欲的に行える習熟 ･練習御題やその取 り組み方の工夫が必要である
と考えろ
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調査項 目14 わ り第の計算の意味
(り 算数の学力
【数学的な考え方】 ○ 問題場面から敏丑の関係を兄いだ し,演界決定することがで
きる｡
【知識 ･理解】 ○ 文章問題を読んで立式 し,除法を用いる場面を理解できる｡
(2)問題
7 次の間題を読んで､答えを出す式を 省きましょうC
(1) あめが 18こあります｡ 3人に同 じ数ずつ裾 ヂます
1人分は､なんこでしょう｡
(2) 24mのローブは､4mのロープの何倍でしょう｡
(3) 20こ りんごがあります｡ 1人に 3こずつくばります｡
何人にくけれて､なんこ あまるでしょう1
(3)児壷の実憶
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
7 (1) 19982006 18÷3...84%76 18×3.,.19%
(2) 1998 24÷4...67% 24×4. .22%
2006 24÷4...60% 24×4,.,29%
(4)反応から見た学力診断
①前田との比較
②つまずき反応の
③対策
この間鯨では,文革問題からわり第の用いられる場面を理解 し,氏
に表せるかどうか調査 したO今Ldの達成率は (1)が 76%,(2)
が60%,(3)が 84%とそれぞれ,8ポイン ト,7ポイン ト,3
ポイン トと下がっている.成算赦定する力が低下している｡
主なつまず き反応はどの立式もかけ算にしている｡ (1)では,｢IvT.ll
じ数ずつあげます｣という富雄から分ける極作をイメージできていな
いと考える｡ (2)では.r何倍｣とい う言柴から安直にかけ節 とし
ているのではないかと考える｡ (3)では,｢何人にくばれてなんこ
あ よるで しょう｣の ｢あまる｣という言廉からわり第に立式できたと
考える｡
言葉だけU)場面理解だけでなく,rg]示 したり式と操作と結び付けた
りするなど指煎.i/)改善が望まれる｡
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調査岬r=I15 .ジーよV)の.16_lるわり算(I)Lr.L=F
(日 算数の′t;I))
【友現 ･処理】 ○ あまりのあ,:']~)り算u)確かめることがてきろ .
8 次U)計算で ~セナ)かいにせんぶ×を つHi三し上うD
17÷6-3か 妄り1 ( ) 24÷5-4あ上り4 ( )
34÷8-4あ より2 ( ) 25÷3-7あ たり4 ( )
(3)児前U)'k'態
間 麿 嗣奄牛度 期待する反応 しな′)よずき
8 2006 I,こ答 ...41% 左上のみ .. .37%JlJF %
諒;前岡には,ない新設関越(I)たlV)199Hl'一便 ･J-)デー ツなし
(4)反応か{-,はた亨ノ)診断
tLl荊lfTlヒJ)比醗
rl'＼′つま1-1きTk応V)
.;'封IJt
新設u)あ EりJ川'/J,i)り節U)雁 かめる制鑑である‥ こJ)間1垣では,
わる故と/Ry)a)大き.さ(/Jr捌係が理解できているかビJ)か調査 した . 完
茶け4L0/Oで.h 一仁｡
25÷:3-7･･･iCJl窯 りu)故が除放t:りt)大きいこしこに気付い
てい7J:いyti晶が多いL.I'lI='./J､机U)逆算 式 こけ答束/I);一頭 十ろ･T)で.余り
(/)故に fで h-FILてい,-1仁い手,,J)I:考え()
つ上~･】うV))和国(i,確かdJD式Lr)活jfHLでき ごいるが,わろ汝と余
り,/'大きさ())lLJ係.:∴気 -jいて)､Ij:い と考*るノ
形式rl'j/亡確かJV･の式引 旨･.qr】るl/'でHtL･く,確か.＼′'J)式山塊-1･r粥算
打EL,ど･/)よ -)tr意味があるt'/)かF,'7L7J,脂,Tq山改再か望壬ktる,
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調査項 目16 あまりのあるわ (/)算の答えの穐かめ
(1) 算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 ○ 既習ヰ項を総合的に活用 し,進んで答えの確かめをしよう
とするo
【数学的な考え方】 ○ できるだけ簡腺な答えの確かW)方ができるし.
9 30÷4-7...2 の答えを た しかめますO
あな-/こなら､どu)考えでた しかめるか Oをつけま しょうC
( )おはじき30二を､4こずつ分けてた し.かめるo
( )4のだんの九九を､もう-度言いながらたしかめるo
(3)児戯の実態
PE,rJ 題 調査年度 反応 (複数回答)
9 1998 操作型 ...11%
2006 操作型 ...13%
1998 再思考型 ...46%
2006 再思考型 ...43%
1998 逆井稚 ...44%
2006 逆罪型 ...37%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②対策
この間題では,余 りのあるわり算の結果をどうやって蝕かめるのか
傾向を調奄 した.前阿よP)も逆算頻が 7ポイン トも下がっている,価
かめの式にあてはめるよさを感得 している児塩が減っているのは,気
がかりである｡
逆算すると結果を確かめることができることの指掛 こおいて,既習
や項を活用するよさや怖係な答えの確かめ方の とさなどを感得できる
よう指導の改善が望 よれる｡
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調査項 目17 わ り算の問題づくり
(1) 算数の学力
【関心 ･意欲 ･傾度】 ○ わ り算の式になる問題を進んで作ろうとする.
【知撒 ･理解】 ○ 式からわり算の場面を想起 し,問題を作ることを通 して,
わ り算の用いられる場面の二印解を深めることができる,
(3)児童の実憶
問 題 調査年度 反応 (複数山谷)
10 1998 等分除の問題づくりを した児童 ...43%
2006 等分除の問煙づくりをした児童 ...56%
1998 包含除の関越づ くりを した児童 ...28%
2006 包 含除の問題づ くりをした児藍 ...23%
1998 何倍かを求めろ間膜づ くりをした児童 ...18%
2006 何倍かを求める問題づ くりをした児童 ...1%
(4)反応から見た学力診断
W前回との比較
(9傾向の診断
この問題では,わり算の意味和解を調査すると糾 こ,問題作成のパ
ターンの うちどれを選択するかその傾向を調査 した1,
前回よりも等分除のFl,LJ題づ くりを した児童は 13ポイン ト上が り,
包含除o)問)%づくりを した児竜は 5ポイン ト下が り,何倍かを求める
問題づくりをした児童は 17ポイン トFがっている.,無答が 11%も
いることは峰祝 してはならない｡
13ホイン トも上がったのはわり算に意味において等分除を基礎 ･
基本として扱い,措蔀されているとい うことではないかと考える わ
り第の元々の意味は等/Ji除にあるので,よい傾向でけないかと考えるJ
逆に無答が 11%もいるとい うことは,演罪を決定する力が低下 し
ているのではないかと考えろっ
調査頂 LII4同様,わ り第の意味の指導において吉袈だけの場面理
解だけでなく,図示 した り式と操作と結び付けた りするなど指導の改
善が望よれる｡
-54 -
第4学年 結果と傾向
1 結果 (蛸査対象児t鼓 1557名)
1 位字でかきまし ょう.
日 ) 五億六千
(2) 十兆三百億
2 ⊂ ]の中I=.あてはまる数をかきましょう｡
(1)4000万の 10倍の数は
(2)5兆を10でわった数は
･3,0 .を 巨∃ こ あつめf=軟は .です｡
(4)‡ を 7こJEd,た散は
E ]
です｡
です.
7 次の計井を手鼻でしましょう｡
二 二 二 二
'[ 三 コ 'E
(5) 84 こ 21 (6) 252 ⊥ 36
です】 ⊂ = 事 □
(5) 1 7 6. 3. 8. 4 の 6この散字のうち.4この政事を
使って4けたの政をつくろうと思います.
(i) 一番大きい数は
② -番小さい散は
(6)394を上からlけたの紙数にすると
3 故が大きいのはどちらですか｡
[コ に
です.
です｡
⊂ 互三 重 コ です･
大きい方の故を fきま
しょう｡大きさが同じときは ｢-｣と●きましょう｡
(1) 0 1 と 0 卜∃
･3) 1 と ‡ 巨∃
(2)0 9 と 1
11
(4) - と-
3 5
4 25)く17=425です｡
このことをうまく使って.次の計井の答えを求d)ましょう｡
(日 2500×170-
(2)25万 ×17万-
5 口 にあてはまる散を かきましょう｡
16- (2+6)
lI･_≡]
6 6丁2と答えが同じになる式に .みんなOをつけましょう｡
( ) 60÷2 ( ) 600ナ200
荒事
( ) 60二20 79% ( ) 600⊥2
( ) 6000丁2000
8 次の計箕のうち.ぱっと見て答えが2け[=になるわL)算はどれでしょう.
答えが2けたになると思うものに みんなOをつけましょう｡
( )96÷32 ( )732丁32
完答
( )252÷36 28% ( )312-26
( ) 1653-37 ( )8833丁25
9 答えを求d)る式を, lつの式で表しましょう｡
(り lさつ75円のノー トを4さっと l本25円の鉛筆を4本Tいました｡
代金は.全部で何円でしょう｡
式 63%
(2) 1食20円のたまごを8盾摂って 200円出したときのおつりは
何円でしょう｡
式 39%
10 次の書tJtの商で 24016の商より大きいのはどれでしょう｡
大きいものにみんな○をつけましょう｡
( )240-5 完昔 ( )250こ6
460^
( )220-6 ( )240-7
11 仮分数は帯分数か亜政に 帯分hlま仮分Aになおしましょう｡
･1,普-冒 (2,÷-E] (3,1号 -E]
12 右のふんばうぐを 貫いました｡ 言えんぴつ ･･･72円 :
代金を求めるとき あなたは.ど :消しコ●ム ･ ･23円 :
ちらの舌十井方法を選びますか｡ :のり･ 182円 :
OをつけまLJ:う｡ :色紙 ･I ･･38円 :
( )
59%
~⊃⊃ ~
( )
72+23+82+38二=110+105W =2'510
37%
2 傾向
(1)達成率が高 い指斗内容
(]〕数に関 して
｢小数 ･分数の知識 ･理解｣
(問越2(3),(4), (6),ll(1),(2), (3))
小牧や分粒の意rlk,lyi戒d)知識 ･PJifr17に
I)い ての達成 ･をは と､れ も 8L1% 以 ⊥.で,i')
r)､指 ,#U~)fil(庇が凶 らjしているといえろ｡
②計算に関 して
｢度数のわ り節の計算技能｣
(問題7(2),(3),(5), 5)
/R 4'芋牢 Eてて,:hl.い として,【.J淫牧に
-)い こV)怯本的な也nり計算が碓 '^:にで き7J
こ しが,hけ-【二)′壬しろ.柵節'記 P,A,i･子,>に計 韓
Jr)JdnT-L'.Ji･I:Jえるrll頓 5Lr)達成i,'1日 92%で
.I,)･T)-,i- (ノ)[l強制妹o)jr許が含 よれている)
づilf,i/Li'･.いり'iTについての引けは碓血:二-)L､
:a)速成⊥il.'tH ｣■34,以 しーて (,)J7L .p-fi.
席:こ'/,L位の .i-r'7)間観 TH HtT T惑 いが Lir,
JL,沌Jlt率は 72%で.'V,〔た たた,摘J)
比'l/(付:1か とt暫とな ろ間也7(G)J)漣成ヰiEI
H l '!.'い.,･trlつた
(2)達成率が気がか りな指導内容
Ll数に関 して
｢人きな数の表記｣ (問題 l(i))
卜L些陀iFlり占亡故u)I,r)しくみ′トt,とに,人
.jt/.:故を夷L,.l十 ろ -とV)連F)tこi･tL61●:イ▲上
紙か へた一 一L位六 千万u)附ii=い/);2 5(,I(,あ
り, 卜進位JT'1り.Tu汝法or)しく /J･JJJ別Ilr',･);ド
十分 であるといえるO
｢分数の大小比較｣ (問題3(4))
/I)り の 追 う分歓の大小を判断するこ しJ)
撞J'L:･4'-は 50%ときわ叫て爪 いO 分)Gの.i;
味 U)即鮒が不十分であるといえる
②計算に関 して
｢計節 の見棚 も り｣ (問題 8,問題 10)
商の梓Jl'欲 をR柏 t､るfjJJ越の達成キミにおい
て完答は 28tyo, よた,府の大 きさ,i･兄相
もら問,Ii白の 達成率にIiいて ,i答は 46% と
きわめて低かっナ一,/'1:'督指や_･蟹細 ぐr計1,1
の仕方,k考えた り,計TT._の経か'J)を Lた り
す るときに.計符の結果の見ilJH,りをJl-I.か
す J:･-)にす る -と｣が ｢指事計仰 U)作 促 し
各学年にわた/Jl内容u)敢扱 い )であげ らjL
ているが,この糸Ji某か らtt.指塙をtTlI呪す る
必蟹がある ことが T)な 7-け7JL)
｢計節のきま りの理解｣ (問題9(1),(2))
間払,1･dJUL,で 1‥LF)lLで表す ことについ
て /)撞J'k-すけ脚鞄9(1);-.っいては 6 3O/U,
間tEir(J (2)こ-)いてu 39%で:V'(L､+
とXJ批:㌻録で ( )が ド噂JLU.)!T_( )
を つりてい る人,J-1そ.Hで,7し17% . 24O/i,
.r･) )[-
｢計節結果の活用｣ (閃潜 Jl)
桁 ,JTtJb)多い解放 ･小欲(/)加減聴r.,'1:などU)
計7.3を帖純-1るたIV):I,,Wも1結ltl:,+i.i.仁棉す
て〕二と'tJ;考えrJれ ろ(. 二,H/.TニよV),/r'･古内
I/itが滅 ,て と,.既I･,J心TE'IilT占用す る ことで
TJ'JJ,i･純什-1,3-.さが相律で きる と二.′,
が, (2けf-)× (2Hた)の計I拝もL.米を
T古川十 F'IE,l抱u)1i=成ri･け, 1000倍,i,-Y;･
えろIl.'rl鳩目 73%, l広橋を考えるrtIJ地.l
16% ヒ晩か ′'た. 二J)結果を姓<)し,今
絶. 計 'f,I'結果を7,1IT川十 る,+JLtど既習 ･けIL'):/_r･i.㌔
用す る力を市てる指軒Iir･一同 屯根-)る必要
/JTlあろと考え られ るO
(杉能 道 明)
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第 4学年の学力診断調査の分析
調査項 目1 大きな数の表記
(1)算数の学力
【点現 ･処理】
【知戚 ･理解】
(2)離】牌
〇 倍や兆などのAql位を含む大きな教を,位取 りに注意 して数字で
｣E確に表記することができる｡
○ 整数が十進位取 り記数法の しくみによ-_)て表されていることが
分かるb
1 数字でかきよしようu
･l)五億六千 l i
･2)十兆三百倍 ｢
(3)児童の実傾
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
1 (1) 199と; 50仙6000...68% 560000000...18%
2006 50()U60UO...61O/O 560000()00...25%
(2) 1998 10030()OOOOOOOO lO30000000000
･.67% ･5%
2006 1OnjOOOOOOOOOO ]00300OOOOOOU
(4)反応から見た学力診断
(D前凹との比較
②つまずき反応の
診断
富･対策
第4学年では.位や兆などの単位を知 らせ,十進位取 り記数法で衷
されている整数の しくみについてまとめるゥ
そこで,この間題では,位や兆などの単位を含む大きな敏を,位取
り記数法の しくみに注,Cして敏幸でJf確に表記することができるかど
うかを調丑 した
今回の正答率は (1) 61%,(2) 76%であった∩前回とU)比
較では (1)は 7ポイン ト下が り,(2)は9ホイン ト上がっている,
五億六千に関する主なつまずき反応は,六千を六千万と位取 りを間
適えたと考えられる 56(1000000(25%)であった 前回同様.投多
(ノノつまずきであり,1人に 1人がこれで間違えている｡ 卜兆二百億に
関する主t亡つまずき反応は,十兆を一兆,二百倍を･-_十億と位放 りを
聞適えたと考えられる,10O3000000000 (3%)などであった｡
つまずきの原因とLては,次U)点が考えられる(,
十進位取 り記故法のよさを実感できる
そこで,｢(,6,兆｣ という新 しい単位は,教え込むU)では7Ltく,4
桁ずって新 しいlt'/亡を取 り入れている耽溺の十進位取 り記数.Ifu)しくみ
を伴って,児壷が新 Lい位EJ)期待感をもったときに知らせるなどする
ことが大切だと考える｡
また,よさを実感 した後に,億や兆を含む大きな故をよんだ り,か
いたV)する習熟が周られていないことも指摘できる｡位散 り版などを
使って敬をつくる活軌 t)大切にしたい0
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調査項目2 大きな数を 10倍 した数, 10でわった数
(1)算数の学力
【表現 ･処理】
【知識 ･理解】
(2)問題
〇 十進位取 り記数法のしくみをもとに,億,兆にかかわる数を
10倍 した数, 10でわった数を表記することができる｡
0 鮭数が十進位取り記数法u)しくみに 上って表 されていること
が分かる｡
(3)児韓の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
2 (1) 1998 4億 ...62% 40000...13%万 .8
2006 4億 ...74% 40000 ...5%万 4
(2) 1998 50001-.Li,:..,47% 5000万 ...7%億 . 4%
(4)反応から見た学力診断
u)前tFjlとの比較
tP/つ 圭ずき反応の
十進位取 り記数法で表されている整数U)lo情, 10分の 1の散を
考えることは,数の構成U)理解を深める上で大切なことでJ,)る.そこ
で,この問題では.十迎位収り記数法のしくみをもとに,倦,兆にか
かわる数の 10倍や 10分の 10)牧をつくれるかど')かを調査 Lたe
今回aj正答率は (1)(2)ともに 740/Oであった.前回′しの比鞭
では,(1)け 12ポイン トヒが り,(2)(-t27ポイン ト上がって
いる｡ (2)については,lm可の設l,JHは ｢5兆の 1/ 10の数は｣7,-1､
ったことから,児境が答えやすくなった と考えられる｡
4000万u)10侍に関する主なつまずき反応は.40000(5O/.),40000
万 (4%)であったO 5兆を 10でわつた数に関する上なっ 去ずき反
応は,5000万 (6%)であった}
つ fできの原1大1とLては,次の点が 考えられる,
大きな数のかき よみ方を教え込んでいる
閃事項を活用 して新 しい知頂を兄いだす精華が不 ｢分
そこで, 3年生までに学習 J た十進は･の考えをもとに,ある故を
10倍 した数は,位が 1つ とが り0が右輔に 1つ付くこと, 10でわ
った敏は,位が 1つ下がり0が 1つ減ることから,大きな敬でも同じ
ことが言えるrJ)ではないかI･糊推 し,きまりを兄いだしていく活動を
大切にしたいrJ上た, 1000万の 10僧は J億, 1000億,)10
倍は L兆という新 Lい単位を導入すろ際には,教え込みをするのでは
なく,4桁ごとに新 しい単位を取 り入れている十進位取 り記数法の し
くみから新 しい単位が必炎だ,新 しい酎位があるはずだとい う唐 織が
もててから知らせるなど児竜の意弧を大切にした指導にしたい0
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調査項 目3 小数,分数の しくみ
(1)節数の/学力
【教学的な考え方】
【知識 ･理解】
(2)問題
O ｢単位のいくつ分｣とい う考えを使って, 1/ 10の位までの
小数, 1をこえる分散をつくることができる｡
○小数,分数の Lくみが分かるD
2 ロの中にあてはまる敦をかきましょう｡
(3)0.1
を [= ]
(4)十を 7こ集めた数は
あつめた数は 1ですLt
口 ですo
(3)児童の実態
間 街 調査年度 周一待する反応 壬なつよずき
2 (3) 1998 10...85% 1...7%
2006 10...91% 1...4%
(4) 1998 7/ .1または2-も･90%
※2 (3)については, 1998年度は第 3学年でのデータ
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
③対策
この間越では,｢小数は単位小数がいくつか填まったもの｣とい う
｢小数の相対的な見方｣が身に付いているかどうか.｢分数は単位/)
故がいくつか集まったもの｣とい う ｢分数の相対的な見方｣が身に付
いているかどうかを調.圧した｡
今回の止.答率は,(3)については 91%,(4)については 97
%であったh前出との比較では, (3)は 6ポイン トLが り, (4)
は 7ポイン ト上がった｡但 し,(3)については,前回の第 こう学年で
実施 したデータとの比較である｡
｢小数の相対的な見方Jについての主なつまずき反応は,1(4%),
｢分数の相対的な見方｣については特徴的なつ真ずきは見られなかっ
た｡
つまずきの原凶としては,次の点が考えられるo
小数や分数が ｢単位のいくつ分｣であるという ｢相対的な見方｣
そこで,小数や分数ur)しくみを理解する際には,数直線や線分図や
漕比挺Iを使って,r削 iEt小数 Jや ｢単位分数｣,｢単位小数の□つ分 F
や ｢単位分数の□つ分Jを意す部分に剛を付けたり,色ぬ りした りす
る活動を取 り入れることが大切だと考えるUそ うすることで,｢単位
小数のいくつ分J｢単位分数のいくつ分｣が視覚的にJ･らえやするな
り,r相対的な見方｣を育てることができると考えるO
-591
調査項 目4 数の柄成
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 〇十進位取 り記数法の しくみを手がか りに,上の位か ら大小を比
-ろことで,4けたの麿数〟)大小を判断す ることができる｡
(2)問題
2 □ U)rT=)に ,あてけ■去ろ敏をか き 圭L上う り
(5) 1, 7 , 6. :～,8, 4の 6ニ0)数 字の う ち ,4こ0/)数字を使-I)
て4け/二 U)数 をつくろうと思 い Eナ ナ
(i〕 傭 大きい放可 上 汁 O
(3)児-_TLG-_の実態
rlE,1趨 調査年度 期待する)女応 主なノノ上すき
2(5) 止 1998 8764 . .70% 876431. .8%. 4日88 2
2006 8764...73% 876431...loo/U2%888 1
ビ＼ 1998 1346...69% ]34678. .8O/01 5%11_1 2
(4)F文l芯か ら見た学力診断
U)l前日lLlとJ-)比傾
ゼ)った-)lき):く応の
まきLtJ'r
③対策
第4号/LF･では,盤改代どんな大きな故で L1O柾穎Jl)数字で表せる
ことを学び,1,･江を こえ,-:'放 J)大小を考えた り,十進l;/_取 り記数法の し
くみを 圭とEV)たりするこ とになってい7J そ こで,このHT),頓では,敬
を構成r倒こみ;5兄)J'ができているか ど;)か1'LHl解すろたV)に,放L7)人き
さを4けたに しは '/),敷u)^･小を 考えさせたっ
今阿の正答率は,巾については 73%,(2)rついては 7O%て,r,)つ
た､前lTlとJ)比較では,〔Iは 3才てイン ト上が り,C2)は 2ホイン ト上が
ったがほとん ど憐はいであるL.
6個の放Tか｢,1伸JL)放下を選んで. ･番大きな故を-Jくつことに敏
6脚J)数字全てを大きい順に並べたついてU)主/亡一 )よプ き反応は
876-131 日 0-yl,).一番小さな数を/)くることについて0)に/亡
,)まず きJkLEは,6佃い故享 子てを小さい順に神べた 134678(8
%)であった｡｢4ニ0)数字を俺 って4桁の数 をつくる_ とい ･-)条件
がよみ とれていないとP,えられ る｡
つまずきU)節 脚として｢t,次の点が P,･えられ るD
大小J)判断の根拠 を間 -)指導が不十/I
つかU_)数を越択 Lて数をつくる経験が少なし
そこで,数〝ノ大小を比べる際には,まず,｢桁数の多い方｣が大き
い｡桁敬が同 じ場合は ｢位が大きい数か ら比-ていく!など大小の判
断の仕方を話 し合 う上うに したいO また,例えは 一人組をつ くり,
1-9〔/)故カ- ドを塵返 Lに由れてお き,そ こから 1枚ずつ交 FHこ牧
カー ドを放 りなが1-)3桁の敬をつ くり,｢大きい方が勝ちJ ゲームを
するなど,楽 しい印数的析助を取 り入れたいO
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調査唄 ロ5 およその敏
(1)鼻数の学力
【表現 ･処理】 OP_Ll捨五入によって概故を求めることができる｡
(2)問題
2 口の中に,あてはまる娘をかきま しょうO
(3)児童の実態
問 題 調査年度 湖西する反応 辛皮つまずき
2 (7) 1998 400 . .71% 390 ...5%4 2無答 . 10
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
③対策
第4学年では,小数の場合も含めて,概数の意味を理解 し,散を手
際よくとらえたり処理 した りすることができるようにすると共に,目
的に応 じて概数を L)ちいることができるようにすることをねらいとし
ているD
そこで,この間髄では,数のしくみに基づいて,四捨五入によって
概数を求めることができるかどうかを調査 した.
今回の正答率は85%であった｡前回との比較では, 14ポイン ト
ヒがっているO
主なっまずき反応は.394の下から1桁 目を四捨五入したと考え
られる390 (4%).無答 (5%)であった｡
つまずきの原因としては,次の点が考えられる｡
数のよさの指導が不十
今回,正答率が 11ポイン ト上がったことについては,概数に直す
ことの習熟が図られたことが考えられるO さらに,概敬のよさも加え
て指導 していきたい.
概数 といえば ｢四捨五入ですればよい｡｣と形式的に理解 している
傾向がある｡概数 とは ｢いいかげんな教｣ではなく,｢頁の数に近い
放｣かつ ｢切りのいい敬｣であることを数直線を使って実感的に理解
することが大切だと考える｡また,｢何のために｣｢とこまで｣とい
う目的に応 じて概数を考えることが大別であるっ概数を用いると大き
さが珊的に分かり,物事の判断及び処理が容易になり,見通 しをもっ
て仕事ができることなどに着日させることが大切だと考えるDそのた
めに,日常生活の中で概数が使われている場面を調べた り,日常帝象
を概数で表す活動を取 り入れたりすることを大切に し,概数のよさに
気づくことができるようにしたい｡
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調_査項目6 小数,分数の大小
(1)算数の学力
【表現 ･処理】 ○小数や分数を数としてとらえ,大小比較をすることができる｡
(2)問題
3 数が大きいのはどちらですかO [=コ に大きい方の数を 郎 ま
しようo大きさが同じときは ｢-｣と遷きよしよう.
(1) 0.1と0 [=コ (2) 0. 9と1 ⊂コ
※前回は ｢<か>か-を竃きましょう｡｣ とい う問いだった｡不等号は内布
から削除されたため,設間も ｢大きい方の数を郡きましょうu｣に変えた｡
(3)児竜の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
3 (1) 1998 >...95% <...4%
2006 0.1...90% 0-,5%,無答-.3%
(2) 1998 ･..96% > ...2%
2006 1. .92% 0.9...3%,9%日.2%
(3) 1998 - ...7L-i% >...20%,く 7%
2006 - ...87% 1...4%,7/7...6%
(4) 199とj > ...34% < . .63%
※3 (1)～ (4)については, 1998年度は第 3学年でのデータ
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②/⊃まずき反応の
忍断
③対策
小数 も分数もはしたの地の大きさを虞すものとして導入をはか り,
やがて数としての小牧,分数に高めていく必要がある｡この間超では.
小数や分数が盤数と同 じ数系列U)Llに位置付き,数としてその大小を
比較できるかどうかを調査しfrh
0. 1は0上り大きいこと, 1は0. 9より大きいことといった小
数についての大小比較は,前回に比べると,それぞれ 5ボイン L,4
ポイン トFがっているが,90%,92%であったD また,7/7が 1
に相当する分数であることo)判断は, 14ポイン ト上昇し,87O/.で
あった〔】/3と 1/5とU)大小比較については,正答率が前岡より16
ポイン ト上昇しているものの,正答が半数 しかいないことは非常に心
配である｡
つまずきの原因としては,次の点が考えられる｡
卜数 ･分数の慮味の指導が不
算数的漬軌として.数直線 Lに小数や分数を位旺づけたり,数L舶 鼓
を使って等 しい/分数見つ･;,/Iや小数 ･分数の大小比機をしたりすること
を大切にしたいO指朝要領の改訂で,小数の学習が 4年生からとなり,
分数の学Ja'は小数o)学習 と閑適づけて学習することが しやす くなっ
た｡ただ,小数や分数は大きさが実感 しにくい数であるので,数直線
などを位った算数的は動を適 して実感軌 こ理解 させていきrL:い0
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調査頃日7 計算結果の活用
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 ○ (2けた)× (2けた)の計第結果をもとに,末尾に0がつく
整数のかけ策や,小数のかけ算の答えを考えることができる,
【表現 .処理】 ○計第結果の 100倍, 1億倍の数を求めることができる｡
(2)問題
4 25×17-425です∩
このことをうまく使って.次の計算の答えを求めましょう.
･1)2500×170- 12 万× 1 7万-T l
(3)児帝の実態
間 腐 調査年度 期待する反応 主なつまずき
4 (1) 1998 425OO0...75% 42500. .7%. .3%
2006 425000...73% 42500...7%. 4%無答 .. 4%
(2) 1998 新i設問趨 UL)ためデータな し
(4)反応から札た学力診断
(手前Ldとの比較
②つまずき反応の
8)対策
現行の学習指導要侍では,以前に比べて学習内容が 3割削減となり,
桁数の多い偉数 .小牧のJl減乗除などの計算 も削減された,当然,辛
習内容は減ったが,今まで以上に既習碑項を惜mすることで学力が低
下 しない ようにLたいもU)であるJ そ こで, (2けた) × (2けた)
a)計算結果を使って,末尾に0がつくかけ算の計算ができるかどうか
を調奄 した｡
吾1第結果を使ってその _I000倍を考えることができた児童は,前
回に比べて2ポイン ト減少 し, 73%であったL 1億倍を考えろこと
ができた児童は半数に満たない46%であったU
つまずきの原因としてTl.次の点が考えられる .
巣のみを盛祝 し,それを見えさせる指導になっている
rlO0倍するときは0を2つつける｣など結果のみを重視し,そ
れを覚えさせる指帝では,忘れて しま うUむ しろ,｢10倍すると位
が 1つ上が りOが右に 1つつく｣ ｢100倍すると ･･･｣ などと丁
寧に過程と結果に托目させ,児竜がきまりを兄いだす指導を人切にし
たい｡また,｢10伸の 10倍は 10×10で 100伯, 100伯の
1OO悟は 100×l〔)Oで 1万倍｣などと元の式の何倍かを考え7)
活助も大切にしたい そ して,たとえ忘れても,｢1分の力できよりを
兄いだせるように Lf-い
163-
.-m査項 目8 計算のき~たり
(1)算数の学力
【数'li=的な考え方】 (つ計昔日去,LtL｣を情用 して,計算.を⊥芙するこしができる.
t表現 ･LiLlli) 0( )を使 った式や四則混合(/)式o)計算がjf.しくできる
【加織･技能】 ○交換は･flL 分配法皿をもとに Lた計算U-)仕方が分かる｡
(2)間I出
5 口 にあてはよる数を かきま しょうo
※前回圧よ ｢16÷ (2+ 8)-□ fこいう摺lいだった ,
(3)児壷の実態
関 越 調 在年席 期待1■,～)反応 主なつまずき
こ) 1998 1_ 6 ..n23%1 I. .6...30%] - 17
(4)反応から見た学力診出r
(il前山 と〝)は順
暦/I_)まずさ反応u)
言ニ＼luT
⑪対策
ug則U-)意 味や相互の聞係.引TJTu)き去り'な _tJについては, 1-3年
a),一打イをiLbLて漸次理解を臥み しげている｡圭[-,4隼で†上,鰹故o)
乗法 ･除法の割符JI法や手順について扱い,倍数について0)凶糾計算
C/)桁尊は完成 している
そ こで,( )を佃 ,/た式や四則iPL合(/)式 U)計TT_ができるか どう
かを調査し/`-
( )を使-),f=式やflq州混合リ)式V)計算(ハil-答率は,92%,i:高
かった.珊rdは,蘭が小数になる問題だったが,そcJ)内容け5年生に
移'(i-されたため,商が難攻になる問題に変更したt,(/)でLtr'ろO
つまずきOr)原因 とLてtL,次J)点が 考えj〕れる｡
計算のきよりを に指導 している
計算U-)きまりを形式的に指事するので【上なく,そ())とさを')善感でき
る指導にすることが大別だとP,･えろ 例えげ, 13+8+2托, i3
｣ (8+2) と ( )を使えはmr叫 こ計7.I,できる` モた, 9×25×
4は, 9× (25×4) とT_夫す ることができる_さL,に,｢12÷
(2⊥ 4)= 10｣などu)-art笛を取 り 卜げ,話 し合う小で,( )
の中を九に引Tj,'iすること,で卓,,1,し ( )がなり九は÷を光に計第
するこ となどを確かめろよ ).二Lたい′ このLPう/J:散瞳を工夫 Lた式
をl~kV)上げたり,.;F,L答に/)いて話 し合う中で, 計算U)きまりu)よさを
美感できろ ヒうに したい｡
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調奄項 目9 わり算の性質
(1)算数の学力
【関心 ･昔歓 ･傾度】 O｢わり算の仲野｣を使って考えようとする｡
【数学的な考え)71 0｢わり算の性質｣を使って整数のわ り算の計算を手際よくす
ることができるC
(2)問題
6 6÷2と答えが同じになる式に,みんなOをつけましょう.
6 0÷ 2 ( ) 60 0÷ 2 0 0
60÷ 20 ( ) 6 00十 2
600 0÷ 2 0 00
※前回は選択する式のLFfに rO 6÷ 2｣もあったU内界が移行されたため
選択肢から消 した｡
(3)児塵の実態
問 題 調葡年度 糊待する反応 主なつまずき
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
③対策
わる数とわられる敏に同 じ数をかけても,わる歓とわられる数を同
じ放てわっても,その結果は同 じになるとい う ｢わ り算の性質｣は,
小数÷小数,分数÷分汝につながる重要な内容であるo そこで,この
｢わり算の性質｣が嘘数の計算で活用できるかどうかを調査 した .
｢わ り筋の性質｣をもとに. 6÷2と答えが同じになる式全部に｣と
しく○をつけることができた児壷は,前回より6ポイン ト上がり79
%であった[,ただ,前回の問題から比べると,学習内本 u)移行のたd),
0.6÷2の式をなくしている｡
つまずきの原因としては,次の点が考えられるQ
rわ',)算の性野｣a)土さが味わえる指導になっていなし
わろ数ととわられる敗に同 じ故をかけても,わる攻とわられる数を
同 じ数でわっても,その計器結果は同じになるとい う｢わり賢の性質｣
は,それを言薬で教えただけでは定着を図ることはできない一｢わ り
_33:の性質｣を兄いだす塊を大切にした り,｢わ り算q:)性質Jを活用す
る場や活用 したことを振 り返る場を設け,｢わ り算の性質｣を使 うよ
さを味わわせておきたい
例えば,6OOO ÷ 2()00も600÷200も60÷20も,千円札や
百円玉や 卜円玉を見ながら考えると,みんな6÷2になることから,
わr)節の性質を兄いだ し,肺蝉に計算できることのよさに触れるこZ･
ができるように したい 圭た,｢わ り節の件質｣を使って 6÷ 2と商
が同 じになる式をいろいろつくった り,｢6÷2-ロ÷6｣などの式
a)口に入る敏を考える析動を取 り入れたりして,｢わ り算の惟FiTu-｣を
活用する場を取 り入れるように したい｡
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調査項目10 小数の減法の肇罪
(1)罪数の学力
【表現 ･処理】 〇十進位取 り記数法の しくみをもとに小数の減法を筆算で計算するこ
とができる｡
(2)問題
7 次の計算を筆算でしましよう｡
(1) 7.4- 1.8
※前回の問題は ｢27.4十 1.8｣であったd
(3)児童の実像
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
7 (1) 1998 29.2. .87% 292...4%
(4)反応から見た学力診断
(D前回との比膝
(卦つまずき反応の
③対策
小数は整数 と同 じように 卜進位取 り記数法の しくみに基づいてい
る. 0, 1を単位とみれば,小数の加法 ･減法の計算も,位をそろえ
る (小数点をそろえる)こと,位ごとに計算すること,くり上がりや
くり下がりに注意することなど,整数の場合と同じ原理,手順ででき
ることを堺解することが大切であるD
そこで,この間題では,小数の減法の計杏が筆算でTF確にできるか
どうかを調査 したっ
7.4-1.8を筆算で止確に計Ln_できた児龍は84%であったO
主なっまずき反応は.小数点をつけ忘れたと考えられる56 (4%)
であった｡
つまずきの原因としては,次の点が考えられるO
整数の筆算の計算の習熟が図られていなし
蛭数の薬袋oj計算と関連づけて指博されていなし
まず,超数の箪節の計算の習熟を図る必要がある｡ といっても,た
だ問題をたくさん与えて解かせればよいというものではない｡児童が
どこでつまずいているのかをはっきりさせ,つまずいている点を指導
する必要があるO例えば, 】▲桁同士の加法とその逆の減法につ1ずさ
があるのか,位をそろえて位ごとに計算することができていないのか,
くり上がりやくり下が りの処粥ができていないのか見極めることが大
切だと考える｡
また,0.1を単位 とすると,盤数の苓第に帰着 して計算できるこ
とにも目を向けさせたいO例えば.7.4-1 8の i^T算と74-
18の範算を比べて似ているところや違 うところを話 し合う中で,r塵
数の計算と同じように計算 して,後で0. 1のいくつ分かを考えて小
数点を打てばよい｣ことに気づかせるようにしたい｡
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調査項 目11 整数のわ り芽の嚢算
(1)舞数の学力
【表現 ･処理】 ○整数のわり欝の隼算が手際よくできる｡
(2)問題
7 次の 計算を範革でしましょう｡
(2)72÷3
(4)315÷ 3
(6)252÷3 6
(3)児童の葵健
(3) 132÷4
(5) 84÷21
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
7 (2) 1998 24...81%
2006 24 ...93% 無答 ...2%
(3) 1998 33...78%
2006 33...92% 無答 ...2%
(4) 1998 105...57% 15-.13%01 .2-.3%
2006 105...72% 15...10%無答 4%
(5) 1998 新設問題a)ためデ-タな し
2006 4...84% 無答 ...3%
(6) 1998 7...86% 無答 ...6%
※ 7 (2)～ (4)については. 1998年度は節 3学年でのテ-夕
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
(9つまずき反応の
③対策
第4学年には,除症についての理解を深め,除数が 1位敏 と2位数
の場合について,その計算ができるようにすることをねらいとしてい
る｡
そこで,この間鰭では, 1位数と2位数でわる計算が範第でlE柾に
できるかどうかを調査 した0 72÷3, 132÷4を繁算で正確に計
器できた児童は,それぞれ, 12ポイン ト 14ポイン トLがり,正
答率は 930/.,92%であった.計算の習熟が図られているようであ
るUまた, 315÷3についても, 15ポイン ト上がy),72%であ
ったoただ し,これ らの問題は前回は第 3学年で実施 した結果である｡
依然として,画に空位のある麓算に課魅があるようであるO
また,84÷21, 252÷36については,それぞれ,84%,
810/Oであった｡後者は前回より4ポイン ト下がっている｡気がかり
なのは無答の児童がそれぞれ 3%, 5%いることである.
つまずきの原齢としては,次の点が考えられる.
商の見当づけの指導が不
2桁でわるわり算の笹井では,商の見当をつける指幣が大切である‖
例えば,84÷21なら,｢84を80, 21を20とみて,8÷2
で4｣と商を見当づけることである｡見当づけができれば,後は,わ
り弟の袋井のアルゴリズム ｢たてる｣｢かける｣rひく｣｢おろす｣の
手順で計辞を進めていけばよい｡
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調奄境目12 所の見税 もり
(1)算数の学力
【歌学的な考え方】
(2)関越
○除数や被除数u)大小や桁数から,除法の結果を見積 もることが
できる｡
8 次の計算の うち,ぱっと見て答えが2けたになるわり算はどれで しょ
うO答えが2けたになると思 うも頼 こ,みんなOをつけましょうO
( ) 96÷32 ( ) 732÷32
( ) 252÷36 ( ) 312÷26
( ) 1653÷37 ( ) 8833÷25
10 次の計算の商で 240÷6U)商より大きいOT)はどれでしょうO
( ) 240÷5 ( ) 250÷6
(3)児童の実態
問 ,qB 調奄軍使 期待する反応 主なつまずき
8 1998 完答 ...22% 96-÷32...29%252÷36 .37%8833+25 2
2006 完答 ...28% 96÷32. .28%252÷:-i6. .31%8833+25 310/.
10 1998 完答 ...L16% 220÷6...10%4 7 33
(4)ノ又応から見た学力診断
･uTl前回とV)比較
◎一)まずさ反応の
⑦対策
整数U)除法の封算をする場合に,商を見柑 LることIL 結果に対 し
て見通 しを立てた り,大きな誤 りを防いだ りするために大切なことで
あるO見紙もりは,亀虫で計算をナる際にも有効であるO
そこで,ニU)問越では.比和 もりによって商が2桁に/J:る式が分か
るか,除数や被除数J)大小関係から商の大小が見拙 情 しろかを調座 し
た｡
収算によって商が 2イ狛こ/ころ式が分か 一ノた児壷LJ,前r61より6ホイ
ン ト上がり,28% (完答)であっ-r一 陣軟や被除数の大小関係から
商o)大小が見楕 もれた児蚤は折Ldと同じ46O/UであったL.
つまずきの牌Egとしては.次uJ)点が考えrJjLるD
見和 もりのよさを実感できる
見相 L)りcJ)よさを実感できる指噂を行 うT=d)に,例えば,除法U)筆
算で仮商をたてる際に,r商はおよそいくらになるかJ｢商は何の位
に立つか｣などを確かめたり,兄拙 もりが速くできた_ことを称揚 して
その訳を斗丹ユた り1ろtt.で,見flもりをすると商がう たく立てられる
という見槌もりU)J:さを練 り返 し感 じ取れる上うにしたい｡
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調査項 目13 計算のきまりを使った式表現
(1)算数の学力
【表現 ･処理】 ○計算のきまりを使って,答えを求める式を 1つ0)式で点すことがで
きる｡
[知識 .即解】 ○引算のきまりを使った式の意味が分かる｡
(2)問魅
9 答えを求める式を, 1つの式で表 しましょうo
(1) 1さつ 75円のノー トを4さっと, 1本 25円の鉛聾を4本買いま
したか代金は,全部で何円でしょうo
(2) 1個 20円のたまごを8個買って,200円出したときのおつ りは
※前回の問題では,｢( )を放って｣という条件をつけていたく
(3)児童の実態
問 題 調査年度 NT待する反応 主なつまずき
9 (1) 1998 (75十25)×4･..30% (75×4)+(25×4)･21%5×4十 25×4i.134× (75十 25･ .
2006 (75+25)×475X4+25×4 (75×4)+(25×4)･17%
I.63% 3つの式 ..2%無答 6
(2) 199円 新設間脳のためデータな し
2006 200-20×8 200- (20×8)
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
吾をl析
③対策
第4学年では.蝉に式の計算に慣れさせるだけではなく,計算のき
まりを用いた式に表したり,そのような式をよんだ りし,式のよさが
わかるようにするとともに,式を適切に用いることができるLlこうにす
ることをねらいとしている｡
そこで,この間題でげ,計算のきまりを使って,答えを求める式を,
1つの式で表すことができるかどうかを調査 した｡
問題に応 じて計第0)きまりを適切に用いて 1つの式に=R十二とがで
きた児最は,(1)については 63%,(2)については 39%であ
った｡
つまずきの原LEとしては,次O-)点が考えられる｡
計算のきまりを活用 したり式をよんだ り指導が不十()
児丑は ｢別J!に｣の考えで,2つ以上の式をつくる経験が多いO(i)
のように乗数が同 じという特殊な条件を与えた り, 2/)以上の式を 1
っにまとめる条件を与えたりすることで, 1つ0)式をつくる経験を瞥
かにしたい(
また,自分がつくった式を説明するだけでなく,友達がつくった式
をよんで,その式の古味を理解 した り, 1つLr)式に冊碑に表現できた
ことを称揚 したりして.計等のきまりを使 うよさに気づかせていきた
い｡
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調査項 目14 仮分数と帯分数
(1)算数の学力
【表現 ･処理】 C)仮分数を帯分数や整数に,帯分数を仮分数に臥すことができる-,
【知識 ･理解】 ○仮分数や帯分数の意味が分かり.その理解を深める｡
(2)Pul題
(3)児童の実態
周 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
tt (1) 1998 22 - . .86%5
2006 22 - ...84%5 無答 ..6%
(2) 1998 3 ..86%
2006 3 ...84% 無答 .5%
(3) 1998 7 ･..88%5
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき′1丈応の
診l析
･3)対策
節 4学年では,分数について, 1及び 1より大きい数についても同
じような考え方で大きさを表すことを理解できるようにする｡つまり,
仮分数,耕分数について知らせ,分数の表 し方やその意味についての
堺解を深めることをねらいとしている｡
そこで,この間題では,仮分数を構分数や整数に,帯分散を仮分数
に座すことができるかどうかを嗣丑 した.
仮分数を借分数に硬すことができた児盃は2ポイン ト下がって84
%,仮分数を#_教に直すことができp-児壷は 2ホイン ト下がってR4
%,帯分数を仮分数に直すことができた児壷は 1ポイン ト下がって,
87%であったJ 無答がそれぞれ,6,5,6%あるのが心配である〉
つtずさの原因としては,次の点が考えられるD
仮分数や帯分数とい う用語の意味理解が不
分数はいろしろな姿に変身できることU)指導が
例えば,8/8Fl仮分数であり,整数の 1と同じ大きさである｡頁
分数,仮分数,帯分数などの用語の意味を確実に理解できるように し
たい｡その際 児塵一人一人に分数を 1つずつ割 V)当てて,｢頁分数
は立ちましょうし.｣/JIどと体を動か しfj:がら考える算数的活動も取 り
入れたい｡また,仮分数を帯分数や整数に,槽分数や番数を仮分数に
直す信助では ｢判 立｣を強く意識させたい｡左のような閃速いは.
2 12 ｢1は 1/ 5が 5こ集まった数｣であることの
5 7 ~ 理解が不十分であることが伺える0
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調査項 目15 計第方法の選択
(1)算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 ○袋算や工夫 した計算で買い物の計罪を進んでしようとするO
(2)問題
(3)児童の実態
問 題 調度年度 児丑の反応 主なつまずき
l12 1998 輩第 ...61%工夫 して計第 ...33%
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
③対簡
2位散の加法U)筆範.いくつかの数をまとめたり順序を変えて計算
したりする加法の結合法則や交換法則については,第 2学年で学習済
みである｡
買い物場面で代金U)酎･算をするとき,筆算で計算するか,1二夫 して
計算するかを尋ね,どちらの計算方法を選ぶ児童が多いかを調査 したo
袋帯で計算する方を選んだ児壷は,前回より2ポイン ト下がり59
%,工夫して計算する方を選んだ児壷は,前回より4ポイン ト上が り
37%であった｡無答が-t%いる点が気がかりであるb
uい物場面では,軒に計算することより工夫 して計算する必要に迫
られることがある｡そのような場面では,概算や暗算で計算すること
が大切である｡ ｢学習内容を生活に借用する｣ という視点から,計算
の学習をするJPで.買い物場面を者織 して,慨策や暗算の学習を進め
ていく必要があると考えられる｡
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･ 次の 口 にあてはまる- 書きましょう｡ 完 苔 7 ｡%
･1,2･17-1XLコ十0･1x[コ +o･O.x[コ
(2)2.35 を10倍した鞍は
(誤答235 6%)
Li %- ｣ です｡
(3)3.5 を10分の 1にした故は
(誤答35 ･ 4%)
(4)0.001 を20こ♯めたAは
(誤答0 2 ･ 4%)
(5)3÷7 の商は
上下 ｣ ですo
⊂ 三重 二二] です｡
□ 完苦…
です｡
⊂1 附子 ･-ll"
2 次の間低を読んで,答えを求める式を暮きましょう｡
(1)長さ22.4mのロープがあります｡このロープを5.6mず
つに切って.短いロープを作ろうと思います｡
短いロープは何本作れるでしょう｡
式95% (兼等 3%)
(2)1mが500円のリボンを.2 8m貫おうと思いますD
代金はいくらでしょう｡
式83%(浜等50⊥2 8 -･ 8% *書5%)
(3)鉄のほうのiさをはかったら144kgでした｡
この鉄のほうの長さを叫べたら1.8mでした.
この鉄のほうの 1mのJtさは.何kgでしょう｡
式68% (娯告 1 44×1.8･･8% *脊 11%)
(4)あきらさんの体玉は35kBですB
お兄さんの体壬は.あきらさんの体重の 1,2倍だそうですD
お兄さんの体tは.何kgでしょう｡
式 899も(誤答 35÷1 2 ･- 4Iも *苔 5%)
3 答えが 4.5をこえる式に.みんな0をつけましょう｡
( )4,5×1.5 ( ) 4.5÷1.5
完筈 51%
( )4･5×0･1 ( ) 4･5÷01 かけ 暮のみ完答
( )4.5二0.9 ( ) 45×09
4 計暮しましょう｡
1 3
(1) - + - -
5 5
･2, 1三 一 三 -E]
66qtI
わ り 暮のみ完答
56%
璽曽
2-8%
五 ･･7%
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5 次の針JlをtJlでしましょう｡
(1) 2.8 X 34 (2) 4 2 X 3.7
84%
誤答
9 52 ･･ 5%
計暮ミス -･ 9%
(3) 96 2 ÷ 37 (4) 182 ⊥ 2.8
73%
誤答
65 日 8%
k筈 9%
6 76×43-3268 です｡
このことを使って.0.76 x 4 3 の答えを出そうと思いま
す｡答えに0をつけましょう｡
(8% ) 0.3268 (63%) 3.268
(20%)32.68 (6% ) 326.8
7 912÷24-38 です｡
このことを使って.9 12 ÷ 2.4 の答えを出そうと思いま
す｡答えにOをつけましょう｡
(89も)38 (42%)3.8
(19%) 0.38 (27%)0.038
8 次の計井の答えの見当をつける式を■きましょう.
(l) 37621 + 5270 4 (iEf 70%)
答えの見当をつける式
主な正答 ,1000O+500OO･･40% 38OO+53000 -23%
その他の正答 79も *答 159も
(2) 71025 - 29746 (iEt 73%)
菩えの見当をつける式
主な正答 71)moo-JOOOO･-45% 710fIO-30000 23%
その他の正答 5% *答 15%
9 分散は小払に.小牧は分散になおしましよう
･1, 言 -[耳∃ (2)0.73-
FI苔 2 5or5 2 18%
誤答 ケ o｢号 13%
10 次の4つの商品を箕おうと思い.一･- --I--I:-一･･一一一････
ます｡1000円で貰えるかどう壬ノー ト- ･126円
か考えるとき,あなたは.どちら‡色相千 ･I･382円
の方法を選びますか｡ ≡コンパス .･218円
点ぷ方にOをつけましょう｡ :のり1 74円
( ) 126+382+218+74=200+600
17%
200
4つの商品は,全部で800円だから7tえるo
( ) 200+400十 300十 100-1000
80% 4つの商品は. 1000円より少ないからtえる｡
2 傾向
(1)達成率が高い指導内容
① 数に関して
｢小数相互の関係｣(問題 1(2)(3))
小数点を右や左に移glhさせて,10倍した
数を作ったり,10分の 1にした数を作った
りすることについては,どちらの達成率も
89%をこえており,十過位取り記数法に基
づいた小数の仕組みの栴噂の徹底が図られて
いるといえる｡
｢商分数について｣(閉居 1(5))
3÷7の商をきちんと表すことについては
87%の児童ができている｡解答欄が分数の
形で表す形式ではなかった前回の嗣査結果と
比較して,50ポイント以 Lも増えているD
このことから,｢わり第の商を分数で表す｣
ということが不されていれば,わり罪の商は,
割られる数を分子,割る数を分母にすれば表
すことができるという埋解は,十分達成でき
ているといえる｡
② 計算に関して
｢小数についての計節の意味｣(問題 2(I)(4))
(1)の包含除の場両での立式についての達
成率は, 95%,(4)の小数倍の数Lftを求
める場面での立式についての達成率は
89%であるQ(4)については,前回の調
査結果と比べると少しFがっているのが気
になろが,包含除の場面や小数倍にあたる
救出･を求める場面での計算の意味について
は十分達成されているといえろ,
r同分母分数の加法の計算技能｣(闇値4(I))
同分lEl･分数の加法についての達成率は,
99%と非常に高く,rF'J分母分数の加法は,
分了･同士を足せばよいという指1,gは, 卜分に
達成されているといえるO
③ 見積もりに関して
｢計算方法の選択｣(問題 10)
決められた教を超えるかどうかを調べるた
めに,好きな方法を選択させた結果,計等の
順序を変えて敬をよとめて考える方法より
ち,敬を全て切りとげて考えていく方法を選
ぶ児童が60%いた｡数を切り上げて考える
方法を期待 していたul)で,苗はしい総見と
なった.
(2)達成率が気がかりな指導内容
(》 数に関して
｢小数の仕組み｣(問題 1(l))
小数を柵成する数字の音味理解についてLn
達成率は78%であり, 一見,取り立てる稗,
低い達成率ではないように感 じrJれるが,前
回の調査結果と比べて約 10ポイン トヰ)減少
していることから,小数を構成的に捉える指
導をより一風 丁寧に行う必要がある｡
｢分数と小数の関係｣(問題 9(I)(2))
分数を小数に直すことについての達成率
紘,62%,小数を分数に直すことについて
の達成率は,前回の調楽結果と比べると少し
増加 しているが71%にとどまった.両方と
も前回と同様に低い達成率であった｡分数や
小数の意味理解を図る指導が不十分であり,
丁寧な指紫を行う必虞がある｡
② 計算に関して
｢小数のわり算の意味｣(問題 2(3))
等分除の場面での立式については,68%
と前回と同様に低い達成率であった｡つまず
き反応では,割る数と割られる敬を逆に粥い
たり (7%),かけ算の式にしたり (8%),
無答 (11%)であったりするものが見られ
た.,関係図や線分図等の図を活用して,問題
場面の理解を十分に回っていく精華が必要で
ある｡
｢計算結果の活用｣(問題6,問題7)
盤数のかけ算の稲を使って.小数のかけ節
の鎖 を求める問題 (FpLJ越 6)の達成率は
63%,整数のわり算の帝を使って,小数の
わりJTTJの商を求める問題(関越7)a-)達成率は
-12%と,両方とも,非常に低かった,前回の
調査結果よりも10-20ポイントも下回っ
ていることや,筆算を使っての計算(間願5)
の達成率と比較 して,20-30ポイン トヰ､
下回っていることから,児転の思考力が下が
りつつあるということが考えられるこ
小数V)計算と整数の計算とV)相対的な関係
が不鮮明になっていることが原因で,小数の
計算と塵数の計算が相対E伽こどうな-7ている
かを常に音織させる指導が必要である｡
(診 見糊もりに関して
｢小数の計井の仕組み｣(問題 3)
小数をかけたり,割ったりしたとき,もと
の数より大きくなるか小さくなるかをたずれ
た聞個の達成率は50%で,前回の.粥席結果
も低かったが,それよりもさらに F回る締果
となったC見械もりをするよさに気づかせ,
]を基準としてそ0)大小で判断する見方につ
いて,いろいろな場耐 こおいて指導していく
必嘆がある.
( uil 井 大 介 )
一つ.､一一
調育軍 臼1
第 5学年の学力診断調査の分析
小数の しくみ
(1)節数の学力
【知札 ･BP-_解】 〇十進位取 り記数法に基づいて小数の しくみを児解することができるO
(2)間越
1 つぎの口にあてはまる数を書きま しょうO
(3)LrlL韻の実態
問 題 調蚕年度 期待する反応 主なつまずき
1 (1) 1998 2, 1,7...87%
(4)厄応から見た学力診断
①前河との比較
②つまずき反応の
第 5学年では,整数 と小数がともに十進位取 V)記数法によって長さ
hているとい う観点にたって,そU)しくみをまとめることをわ らいと
している｡そこで,この鮒願では.小数の数構成J)意味理解について
調査 した､
｢1｣がいくつ と ｢0 】｣がいくつと ｢0.01｣がいくつとい
う小数の数fIWiJ戊u)昔味理解については,前IRJは 87%であったのに対
して,今回,9アドイン ト減少17)78%であった｡期待値を90%と考
えていたので,結果は,期待 していたよりも 卜ー回るものであったO
つてずさに-定の傾｢右目よ見られなかったが,誤答の多 くは,口に適
当tLl数値を入れているもので,t,'つた一
つよずき0)澱困としては,小数を構成的にとらえる指導が不十分で
あることが考えられる｡
小数と粒数U)しくみを比 敵する活動を授業に取 り入れて欲 しいO例
えば,217と2.17で ｢217-100×2+10×1+ 1ー×7｣
とい :)鮭教o)しくみ と ｢2.17-1×2十0.1×1十0 01×｣
7とい う小数の しくみを比扱1る統制であるO整数と小数の しくみを
比較する狛fT)Jを通 して,中敷 と)整数とriTJじように十逝位限 り記数法に
よって表されていることに気-うかせることが大切である｡
更た,十進位取 り長を使って,座敷や小数J)数構成を視龍的にとら
えさせることが必要であり,位胞 V)壷 と言紫 と式 とを互いに関連 させ
ながら丁寧に膚i.q.していって欲 しい0
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調査項目2 小数相互の関係
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 ○小数は十進位取 り記教法に上って表されていることから, 10
倍や1/10の小数を考えることができる｡
(知織 ･和解】 0 1_0倍すると小欲点が右に 1つ移 り,i/10に十ると小数点 IjゝJ.I
に 1つ移ることが分かるD
(2)問題
1 つぎの口にあてはまる敗を書きましょう｡
(2)2.35を 1(〕倍 した数は口です｡
(3)3.5を 10分の 1にした数は口です｡
(3)児童の実傾
rLH 王迫 調査年度 期待する反応 主なつまずき
1 (2) 1998 23.5...88% 235. .7%
2006 23.5...91% 235...6%
※ (3)は問い方を変えた新設問越のため 1998年度U)データな し
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②っまずき反応の
③対策
10倍の小数をたずねた (2)の達成率は 91%で,期待値を90%
と考えていたので満足できる結果であった, (3)は前回の調査と問
題の敬値は同 じだが,問い方を変えた新設問題である 達成率は89%
で,こちらt)満足のいく結果であったO
つまずきの原因としては,3.5を 10倍 したり,1/10にした りす
る手旨頚にばかり重点を隈き,0.35と3. 5の関係をとらえさせる
ような小数相互u)関係U)指導が不十分であると考えられる.
4年生で学習 した整数の場 合では,小数点を固定 し,｢位｣を移動
させる見方をLていたが,小数の場合では,整数(jj場合 とは逆に,
｢位｣を固定 し,｢小故点｣を移動するという見方に変わったところ
が,児童にとまどいを感 じさせる原因であるDそのとまどいを取 V)除
くためには,位取 り表を使いながら,丁寧に扱って欲 しい｡つまり,
授某のrF.で,小数も卜遊位取り記数法によって表されているので,数
字の並びを変えずに.′ト敬点を変えるだけで 10倍の敏をつくった り,
1/10の数をつくった りすろことができるということを,位取 り喪を使
いながら視覚的にとらえさせることが必安である
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調査項 目3 小数の しくみ
(1)符数の学力
【知識 ･理解】
(2)開腹
○小数の しくみが分かろ｡
1 つぎU)口にあては.tる数を二一号き上し.⊥うO
(3)児立U)実態
問 題 調査年吐 期待うる反応 主なつまず き
1 (4) 1998 呂: Z 喜. 〕 87(,o
2006 0.02 ..76% 0.2...4%
※関越 1 (4)の 1998年度U:)データは,鞘4学年で実施 した もの
(il)厄応から見た学力診掛r
u)前回との比較
C.3-､1つよず き反応の
詔仲r
i:)対 策
｢小欲は,単位小数がいく･1か棋 王つた もの｣ とい う｢中敷 U)相対的
な見方Jが身についているか どうかを調査 した山
(4)LJl.ll佃Ⅰの調査では第417:牢で 長施 した関越で,6)るorlT洞 と同
機に ｢0,020｣ も)jl三答と1ると,達成率は 85%であった.)前岬
調査 した4年生でL/)達成準が,87%であ/)たので,学年が 1つ とがっ
た 5年生では.糊'lT日直を900/Oに設定 していたので,達成率が85%
とい うU)は期待 していた値を 円司るものであったO
つまずきの塀､rTLは してH,小数が単位小数 (0. 1)のい くつ分で
あるとい う ｢相対的な見方｣の理解が不十分で.-6'ると考えt._ノれ る｡
｢1｣｢0, 1｣｢0,Ol｣の相7f.閥係を数値線 を用いて,阻党
的に裡解 させ る繕動を行 うことが大切である.そ0)上で,｢0.0]
が 10二で 0,1｣べ)｢0.1が 10二で l｣という小数の Lくみ と,
｢1′ノ1､10二で 10｣｢10が 10こて 100｣ とい :)整数の しくみ
とを比梗する活動を取 り入れて欲 しいoその精勤を打 :)中で,小数も
盤数 と同 じ上:)に ｢単位と在る数が 10二集まると位が変i)る｣.しい
うことに気つかせ/uことが大切でcL)ろO
前Flけ )調教学年から 1学年.辛)がっても,達成率があま りよくないこ
とから車,,この ｢相対的な見方｣は難 しい内容であることが分かる｡
Lか し,この相対的な見方は,小数だけでなく分数の意味理解に もつ
ながっていくので.この相対的な見方の学習を-)-FIT率に指導 Lてい
く必要があると考えろ｡
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調査項 目4 商分数
(1)算数の学力
【数学的な考え方】○わり鈴と分数の意味を活用 して,商を 1つ0)数で表す表 し力を考
えることができる
【表現 ･処理】 ○寄りられる敏を分子,割る敬を分母にして,わり算の商を分数で表
すことができる｡
(2)問題
1 つぎの口にあてはまる敬を粛きましょうO
[コ
(5) 3÷7の商は ~石~ ですo
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
1 (5) 1998 3- ...34%7 呂有 だど 〕32%
2006 3 7･87% - ...11%
※荊匹は 設問の仕方を変えた新設問題0)とめ l998年度のデータなし
(4)反応から見た学力診断
①前回との比較
②つまずき反応の
診断
③対策
前臥 ｢3÷ 7u-)商It口ですL｣といった問題であったが,今r･.Hi
｢3÷7の商は□/口です｡｣ と,暦を分数の形で表すよ;)指示 した
設間の仕方に変更 した その結果,前回の達成率は34%であったが,
今回は達成率が87%と大幅に上がったD
前山と今回の設問に 上る結果の違いから,つまずきの原因として,
商を分数で表すよさの理解か不十分であると考えられる0時に.割 り
切れない場合には,帝を分汝で表す ときちんと表せて便利であるとい
ラ,数理的な処理のよさの理解が不十分であることが指摘できる｡
脱党的に分数のイメージが しやすい液出図を使って,tli地厚lをかい
た り,色をぬったりする活動に取 り組み,わり算〝)商が,分数で表す
ことができることに気づかせで欲 しい｡その上で,商をノト数と分故で
求めて,表 されたそれ らの商を比較することで, lわ り罪の商は,小
数ではきちんと表すことができないことがあるが,分数てならいつで
もきちんと表すことができる｣ という商を分数で表すよさを実感 させ
ることが大切である .
-77-
調査Ⅰ良目5 /ト数の乗法についての計芥の意味
(1)第枚の草力
【数学的な考え方】 ○文章越か ら′ト数の乗法を演算決定す ることができる.
【表現 ･処邦 】 (⊃文章魅U)具体的な故硯に着 UL,乗法a)式で表す ことができるO
(2)問題
2 次の問題を読んで,答えを求める式を1.竺きよしょう｡
(2)1mが 500円の リボンを,2.8m TLおうと思いますU
代金はいくらで L i-う｡
(4)あきらさんの体虚け 35kgです｡
お兄さんの体虚け,あきLさんの体節の 1.2爪だそ うです
お兄さんの体虚け何kでし たうO
(3)児境の実態
問 越 調度年度~ 期待する反Jiこ i二なつ £ずき
2 (2) 1998 I-)OOX2.8 ...86%
2006 500×2.8 ...83% 500÷2.8 .. 8%
(4) 1998 35×1.2 ...93%
(4)反応から見た学力診断
lこDHTI'回との比較
ri)＼/)まずき反応の
診断
i享:対策
今回の速成坪は,(2)が 83%,(4)が 89%で,とt-,らとt)
まずj:ずu)結果U)ように感じられるが,l前日filと比べて (2)は3ポイ
ン ト, (4)は4ポイン ト娘少し,演算決定する力が低下 しているo
つ 圭ず きの怜関としては.｢小牧の乗法L/)意味雌解が不十J7)｣とい
うことと 1間魅場面のイメージ化が 不十分｣a)2点が 考え.I,れ 7J ,
叫 こ ｢苫躯の式｣に(方'てはめ[-だけで,Lh5故U)似合と同様に小牧 t,
乗法o)式に立,LCできるとし,意P,r'邦解が拡rlhiできたもU)としているこ
とに間,raがある｡そこで,u党的にイメージできる関係同をイか ､ 小
数の乗法の立式が成 りbLl-.つE!型EI]を説馴するは動を行って欲 しい.日)･日係
図を使って.乗牧 ･被乗数が小牧になっf一場 合も整数の場合と軌由づ
けることで,乗は･の正 味を拡張 していくなどの授業改善が望 よれるO
よた,適当に数を組 み合Ihせ riJL.式 していることが多いOいろいろ
な場LllLで,す ぐに立式をして答えを求めていくのでけなく,線分図や
PnLJ係図などを仕って,状況を表す活mJを放 り入れることが必要である
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調香項 目6 小数の除法についての計為cr)苦味
(1)笛数の学力
【数学的な考え方】 ○文章題から小数の除法を演算決定することができるo
【表現 ･処理】 ○文選,Raの具体的な数血に着目し,除法の式で表すことができるO
(2)問題
2 次の間題を読んで,答えを求める式を番きましょうo
(1)長 さ 22.4mのロープがあ りますウ ニのロープを5.6mずつに
切って短いロー7を作ろうと思います _一
短いロープは何ノト作れるでし上う_,
(3)鉄のぼうの重さをはかつたら 1,44kgで した
この鋲のぼ うの良さを調べたら 1.8mでしたL,
(3)児塵の実態
問 調査年度 噸待する反応 主なつまずき
2 (1.) 1998 22.1÷5.6 ...95%
2006 22.4÷5.6 ...95%
(3) 1998 i,44十L8 ...67% i,8÷L,ll . . 7%押答 .....12
(4)反応から見た学ノブ診慨
①前回との比蹄
②つまずき反応の
診断
③対米
達成率は (日 U)包含除J)rW屈が95%, (3)(7)等分除の問題が
68%で,等分除 u)閃喝については,前回と同様に低かった｡
等分除U)問題U)主なっまずきとして.無答が 11%,乗法の式で表
しているもu)が臼-yoであった つまずきの原障】としては,｢小数O-)悼
法の意味理解が不 卜分Jであることと,｢関越場面のイメージ化が不
十分｣であることU)2点が考えられる｡
小数の除法C,.)農味理解については,乗法の場合とi.Ll様に,r言葉の
式｣にあてはめることだけで,除法の意味が拡張できたと考え進めて
いくことが問題である｡小数の乗法の場合と同様に,視覚的にイメー
ジできる帆係榊を放って.除数 ･被除数が小数になった場合も整数の
場合と関連つけながら除一枚の音味を拡張 していくことが必要であろ｡
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調溌項 目7 小数の計算の結巣の,LjtJ槌 もり
(1)詩教の学力
【数学的な考え方】 ○乗数や除数が 1のときを基準に して,計算結果を考えることが
できる｡
【表現 .処理】 ○小牧をかけたり,小牧で割った りした ときの結果を,もとの数
より大きいか小さいかを見積 もることができる｡
(2)問題
3 答えが4.5を遇える武に みんなOをつけよしようo
( )4.5×1.5 ( )4.5÷1,5
( )4.5×0.i ( )4.5÷0.1
( )4,5÷0.9 ( )4.5×0.9
(3)児竜の実態
rT.l越 調査年度 児 童 の 反 応
3 1998 完 零 .52%
:……芸〕
2006 完 答 ,.. .......51%
(4)反応から見た′1リJ診断
･i)前回との比慎
匂/)をすき反応の
詫rt)∫
(罫対策
乗数や除数が虚数〝)範囲を越 えて小数に/亡ろと,その数が 1より′大
きいか小さいかで,もとの敬より大きくなるか小さくなるかが決まろ【
そこで,被乗数 ･被除数を 4.5に剛定 し,乗数 ･除故の大きさによっ
て,計算結果がど=)なるかが判断できるか調度 したで完答については ,
51%と前IdLり1ポイン トの減少で,前回同様,達成率は低いo
主なっまずきとして, tより小さい敏でt.則ると,i,との数 より小さ
くなると考える児巌や, 0. 9倍ナると,もとV)牧より大きくなると
考えろ児壷が多かった､つ よすきu)原因としては, 1を貼華 とLrー計
算結果の見通 しをもたせるTuT鋤が不 卜分で,を)7Jことが 考えられるo
言1算結果を求めることを急ぎ,計算播蝦の見通 しをt,たせる精励を
憧く扱 っていることが問題である いろいろな関越場面にふいて,立
式をして計算結果を求める師に,被乗数や被除数が 1を逓準として,
大きいのか,小さいのかを.re‡:純 させることが必要である｡計算結果が
乗数や被除救と比べてどうなるかの見過 しをもつ括助を,櫛機的に限
り入れるなどの授業改善が望 まれる0
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銅盤項 目8 分数の計算の習熟
★問頒4 (2)<帯分数を含む減法の計算は学習指導要鎖外>
(1)算数の学力
【表現 ･処理】 ○同分母分数の)叩法 ･滅法の計算が手際よくができる｡
(2)問題
(3)児童の実態
問越 調査年度 期待する反応 主なつまずき
4 (1) 2006 4- -.99%5
★(2) 2006 2- -.73% 6-または 2 -- 80/03
※問題 9 (1)(2)は新設関越のため 1998年度のデータなし
(4)反応から見た学力診断
(D前凶との比較
②つまずき反応の
診断
③対策
(1)の同分母分散の加法についての達成率は99%と十分満足で
きる結果であったQ (2)の帯分数を含む賦払については,学習指導
要簡外であるが,)]n法 ･減法Ut)計算の仕方で ｢単位分数のいくつ分｣
とい う考え方が身についていれば,十分達成できる内容と考えて取り
入れた闇値であるO (2)の達成率は73%で,期待値を85%に設
定していたので,こちらが期待していた値を 卜回っていた｡
主なっまずきとして,(2)では,減法を加法に した児竜が8%,
1を考えず,引く数から引かれる数を引いた児竜が7%であった〔つ
まずきの原閏としては.｢単位分数のいくつ分｣とい う考え方の指導
が不十分であることが考えられる一
同分母分数の計算の仕方を考えた後は,｢分子だけを足 した り引い
た(,)すればよい｣と形式的に扱って,後は,繰 り返 し練習させること
で定着をはかっていることが問題である｡つまり,｢1射立分数のいく
つ分｣で考えろことなく,計算結果のみを求める指導が多いのがfHJ題
なU)であるC｢分子だけを計fTIする｣ とい う指導でけなく,｢単位分
散のいくつ分｣に帯口すれば,虚数と同じよ ,)に計算できるという考
えを大切にした指導を行11で欲 しいO
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調査項 目9 小数の乗法の計界の-AJ熟
(1)芥故の学力
【表現 ･処理】 ○小数同士の乗法の計算を手際よくすることができる｡
(2)間越
5 次 u)計節を筆罪で しましよう:
(3)児竜の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主な17まずき
5 (1) 1998 95.2 ...57% 952 .. .16%
2006 95.2 ..84% 9. 52 . 5%計岸 ミス . 9
(2) 1998 15ー54 ...80%
※問題 5 (1)の 1998年度のデ-タは,約 4学年で実施 したもの
(4)反応から見た学力診IB-r
(D前同との比較
ビつまずき反応の
診断
くさ対簡
小数の乗法の幣第の計算技能が定弟 しているかどうか訓宜 しr-
(1)は,前回の調査では,第4学年で実施 した摺り針 Ctlv)る.達成率
は84%と前いとは言えないが,前凹 (第4学年での調査)と比べて,
約 30ポイン トも増えてお り,満足できる数値である｡ (2)につい
ても一前回の80O/.から86% と,達成率が 6ホイン トヒ昇 しているO
期待値を85%に設定 していたU)で,満足のいく結果であり,前回と
比べると乗 法u)計筒技能は身についてきていると考えられるo
つtずき u)原肉としては,計算の仕方u)理解が不十分とい うことと,
九九や加減計第0)定,1'･が不十分であることの2点が考えられるo
形式的に小数点の移動をおこなう計筒の仕方に重点を置いた指導で
はなく,なぜ,そのように計算 してよいのかといった計節の什方の理
解の指譜封こ力を入れる必要があろ.つまり,小数点を移動すればよい
と言 うのではなく,小数の乗法0)箪笥は l輯敗J)乗法に置き換えて 考
えていけばよい｣とい うことを:1織づけることが大切である｡
よプ㍉ 5年牛の段階で九九や加減計T耳といった基礎的な計牧ができ
ていないのは,繰 り返 し練習の不足であり,計算単元のみ練関するの
ではなく,長期的に習熟できるまで繰 り返して練習をする必要がある )
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調査項 目10 小数の除法の計算の習熟
(1)算数の学力
【表現 ･処理】 ○小数同士の除法の計詩を手際よくすることができるO
(2)問題
5 次の計第を撃罪でしましょう｡
(3) 96. 2÷37 (4) 18. 2÷2.8
(3)児恵の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
5 (3) 2006 2,6. ..74% 26 ...,.15%無答 . 6
(4) 2006 6.5....73% 65..... 8%無 答 9
※前回の間牌から数値を変えた新設問題のため 1998年度のデータなし
(4)反応から見た学力診断
(》前回との比較
②つまずき反応の
診断
③対策
(3) (4)の小牧(I)除法の筆算の計節技能については,学習指導
要領の改訂により.I/100の位の計第は扱わないことになったため,
｢盤数÷小数｣と ｢小数÷小数Jの中でも教科蕃て扱 う程度の基礎的
な問題に変更した｡ しか し,基礎的な問題であるにもかかわらず,逮
成率は,(3)が 7-1%.(4)が 73%とあま り高くはなく,期待
値を85%と設定 していたので,満足できる数値とは言えない｡
主なっまずきとして,小数点の位軒の間違いがそれぞれ, 15%と
8%,無答が6%と9%であった｡このことから,つまずきの原田と
しては,計算の仕方の理解が不十分であることが考えられるU
小数の乗法の計算と同様に,形式的に/ト数点の移動をおこな:)計節
の仕方に虚点を置いた指導ではなく,なぜ,そのように計算 してよい
のかといった計第の仕方の理解 とい う面の指導に力を入れる必要があ
る｡特に,小数÷小牧の輯倉は,形式的に除数 ･被除数を 10倍 して
計算 していく〝)ではなく,モずは,具体物を使い,18.2÷28の計算は,
(0.1が182こ)÷ ((I.1が28こ)の考え方を用いて,180÷28と置き換
えても商は変わらないと言えることが視覚的に捉えさせろよう,操作
と考え方の指導を適切に行って欲 しいO また,割 り切れない場合は,
単に,0をつけていけばよいという指導ではなく,】82が 182.0と見れ
ることを意識させることが･と､壁であるe つま り,数の大きさとしては
変わってないことを彦威させる指準を大切にして欲 しい0
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調査項 目11 乗法のきまりU)活用
★問題 6 (1/100の位の小数の計芥は学習指導要領外)
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 ○小数同士の乗法計算を整数同士の乗法計節に帰着 して考えるこ
とができる｡
【表限 .処理】 ○小数同士の乗法計P.を手際よくすることができる｡
(2)FBj越
★6 76×43-3268 しーすO
このこ.p1,を使 .つて, 0. 76×4,3の答えを出そ うと思いますo
答えにUをつけましょう_.
( ) 0. 3268 ( ) 3. 268
(3)児碇の実態
一朗題 調査年度 期待する反応 主なつ Eずき
★6 1998 3,268...82%
(4)反応から見た学力診断
mi)前同との比較
L9/:)まずさ反応U)
C3)対策
学習指導零細())改訂 により 1/100の位lj)計算は削除 され ることに
なったが,こu)問題 6は計冨Lで答えを求めるのではなく.r乗法のき
ナたりを桔用 して答えを求d)ろJという問題なので,前回と同 じ問題で
洞査することとしたOは】鞄 6の達成率は 63% と,前回の82%から
19ポイン トもの大幅/な減少で,期待 していたものをはるかに下阿る
結果で.17)つ,F'一
七なつまずきとしでは,被乗数 と乗数に 1つずつ小数点があるから,
合計 2つ小数点を移動 させて 32.68と考えた児童が 20% もいた｡
つ 上ずきの原因 として.十進位肋 y)記敏はの しくみのよさ,ir･計算に
使っていることについてcJ)理解や数の相対的な見方U)FP_僻が不一1分で
あると考えられろO
小数o)計算と盤牧U)計算との関係が相対的にJJうなっているかを帯
織させ ることが大切である｡その上で,｢鮭数に置きかえれば計節で
きる｣ とい うことに乱ねを置いた指蛍を弔祝 して欲 しい｡小数は整数
と同 じ十甚位取 り記数法で表現 されているか ら,雨蛙o)計算は,刺 -TL,
すなわち小数点の位冊に着口して,小数点を移動 し,整数に挫き換え
れば,整数U)計算 と同様 な考え)Jで相を求めることができるとい う考
え方をr串に扱 って欲 しい.
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調奄項目12 除法のきまりの活用
★問題 7 (1/100の位の小数の計算は学習指導要領外)
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 ○小数同士の除捷計算を整数同士の除法計算に帰着 して考えるこ
とができる｡
【表限 ･処理】 ○小数同士の除法計券を手際よくすることができる｡
(2)問題
★7 912÷24-38です｡
このことを使って,9. 12÷2.4の答えを出そ うと思いますD
答えに○をつけましょう｡
( )38 ( ) 3.8
( ) 0, 38 ( )0.038
(3)児竜の実態
問題 調査年度 淵待する反応 主なつまずき
★7 1998 3.:1. .50% 0.038. .28%38 13
(4)反応から見た学力診断
G)前回とd)比較
②っまずき反応の
③対節
この問題 7もZJ副題 6と同様に,学習指車要領の改訂に 上 り 7/)00の
位の引算は削除されることになったが,計算で答えを求めるのではな
く,｢除法のきまりを活用 して答えを求める｣とい う間腰なので,前
回と同様の問題 として調査することとした｡ ｢除法のきまりの活用｣
は,前回も達成率は50%とかなり低かったが,今回はそれよりもよ
り一層低くなり,42%という残念な結巣であった｡
主なっまずきとしては,乗法の場合と同様の考え方を行い,除牧 ･被
除数が合わせてもとの式から 川000になったので,答えも l/1000に
なり0.038と考えた児屯が27O/Oもいた,つまずきの原閏として
は I一進位取 り記数法ulしくみのよさを計算に使っていrJことについて
の理解や相対的な見方の坤解が不 卜分であることが4-えられるO
除法のきま りの1.有用は,乗法のきま りの活用 とは違って,｢被除数
が増えると商は増え.除数が増えると商は減る｣と,除数と被除数の
変化が,商に同 じように現れないことに難 しさがある｡形式だけ〝)棉
導に終わろのではなく,慌縛的に考えながら除数や被除数の変化と商
の変化の仕方を児童が見つけていくなどの授業の改善が必要がある｡
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調査項 目13 和と差の見積もり
(1)算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 0概数を使って和や滝を見積 もろうとする｡
【数学的な考え方】 ○和や差を見積もる計算を考えろことができる｡
(2)間借
8 次の計算U)答えの見当をつける式をかき1しようo
(1) 37621+52704
｢ 答えの見'■.1をつける一式 l
(2) 71025-29746
- 答えの見当をつける式I
(3)児義の実態
問題 鋼査年度 期待する反応 主なつまずき
8 (1) 2006 40000+50000..38 3その他 .... 無答 .- 15%
※期待する反応U)｢その他｣は上 2桁までの概数に直 した式に しているもの
※問題 8 (1)(2)は新設問題o)ため 1998年度のデータなし
(4)反応から見た学力診断
n前Ldとの比較
②つ たすき反応の
前同にはない新設け日題であるe上2桁までの概数に直 した式で見拙
1,りを立てた児麻は,どれも達成 していると考えているので,達成率
は,加法については70%,減法については 73%であったO期待値
を85%に設定 していたのでどちらも期待値を下回るものであった .
主な/｣まずきとして,加法 ･減法ともに一番多いのが無谷とした児
童で, 15%もいたことが非常に気にかかるOつまずきの原田として
は,｢計算/1,h紫の見通しを立てる経験の不足｣ と ｢概数を用いて言133:
するよさのFJi解が不十分｣の2点が考えrjれる｡
およそいくらかを考えるには,計算 して答えを概数にするより,鶴
数にして計界 した方がよいということを許 し合 う情.助が人卯である｡
そ して,概数を用いて計算すると,計算が簡軒で,大きな間違いを防
げるというよさにも気づかせて欲 しい｡普段か ら,答えの見積 t,りを
経験させる場を与えることが大切で,これにより,答えを見和 もるよ
さに気./jき,積極的に答えを見札もろうとする態度が身についてくる｡
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調査項 目14 分数と小数の関係
(1)算数の学力
【数学的な考え方】○分数や小数の意味を活用 して,分数を小数 として見た り,小数を
分数 として見た Vlすることができる｡
【表現 ･処理】 0分数を小数で表 した り,小数を分数の形に哀 した りすることがで
きる｡
(2)問題
9 分敏は小数に,小数は分数になお しましようo
2
(1) - - 口 (2)0.73 - □
(3)児童の実態
間 鮎 調査年度 期待する反応 つまずき反rLに
9 (1_).1998 0. 4 ...63% 無答 .... 8%
2006 0. 4 . .62% 2.5 or 5.2..18%無答 .. 6%
(2) 2006 7.3 3 7･71% - or- . .13%
※間摘 9 (2)は,問題の数値を変更 した新設問題のため 1998年度のデータなし
(4)反応から見た学力診断
荏)前回との比較
②つまず き反応の
診断
③対策
(1)の分数を小数に直す ことができた児童は,前回とほぼ同 じの
62%であった｡(2)は,前回の数値から約分できない数値に変史
した,小数を分数に直せた児鼓は 71%で,達成率は相変わらず低い｡
つまずき反応 としては,分数や小数の数を適当に組み合わせて表す
児壷が多かった｡ また.とう表 してよいか分か らず撫答に している児
童が (2)は 10%もいたOつまず きの原因として,｢分数や小数の
意味理解が不十分であること｣,つまり,分数や小数の意味からかけ
離れて,｢小数か L分欲｣｢分数か ら小数｣へ と直す方法だけを形式
的に教え込む指導をLているのではないかと考えられる,
単に,｢分散を小数｣｢小数を分数｣に表す ことを形式的に教え込
み,繰 り返 し練習するのではなく,それぞれに表す学習をした後で,
数直線を用いて,分数 と小数を数直線上に並べる活動を‡;こなうこと
で,腰数,小数,分数が,どれ も同 じ ｢数｣であることを統合t桝 こ見
ることができるようにすることが大切である0
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調丑現 目15
(1)算数の･-F=力
【関心 ･意欲 .膿度】〇 日的に応 じた概欝や工夫 した計算で買い物の割節を進んでしよ
うとするo
(2)問題
10 次の4つの商品を一班お うと思い ヱす｡
1000円で買えるかどうか考えるとき,…ノー ト- ･126円
あなたは,どちらの方法を選びますか._, ≡色鉛筆 ･ ･382円
迦ぶ方にOをつけましょう｡ :コンパス - 218円
≡の り･･ 74円
( ) 126+382+18+74-200+600
＼＼､y =800
200
4つの商品は,全部で800円だからEIL買える｡
( ) 200+400+300+loo-1000
4一つLr)商品汁,1000円より少tLlいから1'_-(:える｡
(3)児藍の実態
関越 調東年度 児番 (f)反応
10 2006 工夫して計_払 .... 17%
※ 10は,新設関越V)とめl998年IEテ-タな し
(4)反応から見た学力診L析
(1滴 同との比較
②反応結果の分析
聞建 10は新設問題である｡
児童か,買い物場面において,持っている食衝で品物が買えろかど
うかを判断するにあたって,l計等す る順序を考えて,工夫 Lて計算
する方法｣と｢値段を切 り上げることですべてを多くr/L積もることで,
持っている金鯛を超えるかどうかを判断する方法｣のどち｢)を選ぶの
かを調査 しf-(.
丁毒して正 しく計算する児童は,17%.概算 して計算する児童は,
80%であった.
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第6学年 結果と傾向
1.結果 (御重対象児童数1391人)
1つぎの [コ にあてはまる鼓をtきれ よう.
= 与 脚 は 回 分です･
･2中 国 -一 一L姓 .･'"･
･3, 岩 紺 - ると [司 です･
･4, 4と8のA,卜公倍n･l匝互ですI Lb-bl･
･5, 24と36のA大公約- 回 です･ b ･15yd
(6) i と そ をiA分すると
2次の間JZを玩んで.答えを求める式をfきましょう.
(.) 1mの暮さが i k･の帥 ′り プがあ｡ま+･
この蛙のパイプ3mの暮さは.何kfでし上う.
1･呈一･･l叫
(2日 ‡ rnのひt,があ｡- .こわひもを‡mずつにU7るL
何卒のひもができるでしょう.
1の他･I1･/.
(3)市のリボンのAさは6rnあLJます.
これは.下のリボンの 与 にあたるそうです.
tのリボンのAさは.何rnでしょう.
(4)かぺにペンキをぬ｡打 ,.榊 あた｡子 m'のかぺe
ぬることができます.
i 剛 では.何m･のかぺをぬることがで舌るでしょう･
式 ∫rl. トトrTV･I.h･Jb･
Al与...Lf†'
(5)ひろしさんの体1は40krです.
約 件tはLひろし弘の件tの与 批 そ うです･
串の体壬は何keでしょう.
式 8L･/. 40月 .･･ll'.
3 口 にあてはまるZIをか含ましよう.
2 □
15-X4は
4Iナ井しましよう.
(,)そ一十
r紙 も11.
〟 (2X 4)こ llLy人称 ､･-叫 .
2 □
丁 ×4--
I._7十
･2,.ト 音 -[亘].誓lLt'Z;;,
･3日巨4-匹∃
･4,い い 耳
･5,巨5-巨司
･6月 ÷与-[亘]
5 二大の什Tの答えの九台をつける式をかき空し上う.
(l)9.23 )く 4,12
見当をつける式
(ミ.yJ..'t"_ら";; 無届 ,.伽
(2)7 567 0 98
. 見当をつける式
t･tl -･37･/･
1.blr ･rl･; や.苓 11小
6 苦えが3よLJ大書い式に みんTLOをつけまし上う.
( )3×i ()3X.与
( )3÷ i 覗 -451･/｡ ( )3÷,i
( )3- ii ( )3×古
7 2÷6×3のrtXをするとき､どちらの仕方で計拝しますか.
自分のする什■方法にOをつけましょう.
( )左から蛾にTfTする ( )かけ7tの式にまとめて
:2-6×3- く2÷6)×3
-号 × 3
-‡ × 3
･- r
2-6×3-2×‡ × 32×1×3
6
- i
･- ト
3lI.
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2.傾向
(1)達成率が高い指導内容
0敏に関して
｢約分の意味や通分の意味(問題 1(3)(6))｣
･3) 芸 を約分すると
･6, 号 と そ 細 射 ると
約分やid分の昔味の理解については,でユてい/:'と
考えられる｡
(2)計帝に伴】して
｢分数のかけ算 .割り算の計雰技能(間頗 4(3)～(6))｣
(3)旦 ×4 =
7
2(4)旦× _5 3
(5)ユニ5=｣
2
･6) 号 ÷ 丁〇
分数のかけTFJ･'PLり筋の計界技能の甲熟は,できて
いると考えられる｡
(2)達成率が気がかりな相称内容
3),汁算に関して
r分数の計井の意味(問題 2(3)(4))｣
(3) 6 -
3
(4) 旦 × _
4 5
達成軍が気がかりでJ,)る0分敬が入った立J七の際の
の計界の意味理解が不十分であるといえる｡
何がもとにする姓や比べる此であるかという把促が
不十分であったり,l't分数や割合分敏が入ったことに
よる4-_いの関係の把捉が,不十分であったりした上う
A :I.そこで,軽敬や小牧の似合に配きかえて考えてみ
たり.線分図 ･関係図に表して考えてみ-/-りして,立
式J)際の意味理解を十分にさせる指裾が必要であると
考えられる｡
｢分数のかけ罪の計辞の仕方(間潜 3)｣
2
- ×4は
5
]
□
那 (2×4)こ
連破平が気がかりである0分数のかL-)罪の計罪技能
El円熟できている(前述)が.I/5を単位にしてそCl)い
くつ分と考える分数のかけ罪の計第0)仕方については
不十分であるようだ 単位U)いくつ分と考える計‡.さ.の
仕方も計第技能の潮熱と向じく大ET]にした摘草が必要
であると考えられる｡
rかける数やわる数を 1を基準にして
判断する見方(問題 6)｣
3 3
( ) 3× 言 ( )3× l言
3
( )3+ = ( )3+A
J
1 1
( )3÷言 ( ) 3 × T 2 匹 互互 頭 ･
達成率が'-Rがかりであろ〉個 々に計算してい･)た場
合もあっf･I_れ かける故やわる故を 1をJiG碑にして
判断する見方が不十分であるようだつかりる牧やわる
牧が分牧o)場合も,小数の場合と同じとうに1を盛郡
にして判断すればJ:いという見方を,小数の場令に振
り返ったり,その見-)Jのよさを実感できる場を授業に
脈り入れ1-りする栢輔が必要であると=考えられる
(糸PJ牌太郎)
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第 6学年の学力診断調査の分析
調査項 目1 時間を表す分数
(1) 節数の学力
【数学的考え方】060を基準丘とした見方ができる｡
【知識 ･坪解】 〇分敬で表 された時間のせ味がわかる｡
(2) 問題
1 つぎの口にあてはまる蛍を甚きまLJ:うD
(3) 児恵の反応
問題 矧待する反応 主なつまずき反応
1 ∫(1) 1998年 40...82% 20. 4%
(4) 反応から見た筆力診断
時間を表す分
数
･前回との比較
･つまずき反応の
診断(原因)
･対策
分嶺の数分故的tI面の中でも60を基畔鹿としてとらえることは
10や 100を基特色としてとらえることと共に大切なことである,そ
こで,この間層では分額で:Rされた時間を60を基準最 としてとら
え, ｢分｣で表すことができるかどうかを調 任した｡
前回と比べ,12ポイン ト達成率が低下 している.また,無音の割
合も脚加 した｡
主なつまずき反応は2rj(5%)というものであった｡これは,基節
故を60でなく100ととらえたためと思われる｡瓜分数とい うものを何
を基.dLIEL･としてとらえるのかという比方が.今一歩であると考えら
れる｡
特にbOを追il些鮎とLてとらえることは,10や100を基弛瓜としてと
らえることと遊(て特殊である そこで,指港の際にも基準の庇が
Liっきりするように数直線でその地を表すなどの⊥夫を して,何を
娼畔地としてとらえるとよいのかという見方を,養 う必要があると
考えられる.
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調瀬噸 目2 逆数の意 味
(i) 音数0)学力
【表現 .処坤】 O逆数をつくることができる
【加純 ･理解】 ○逆数の意味がj)かる､
(2) 問題
1 つぎのロにあてlt去る数を.liき よし⊥ う｡
(2) 旦 ×ロ - I
7
(3) 児ITru)Jk応
問&- 矧綿する反応 iIなつまず き反応
1 (2) 1998年 ≡ ,85% ≡ 3%
20()6年 ･74% 27 . 4%
(4) 反応か ら見た竿)J3'3;断
･逆 牧の音喋
･机ruI.i･u)比慨
･つよ~ドき反応の
診断 (原岡)
･対て轄
｢2つU)牧U)相が 1にtL:ろ時.一方の故を他 方の敗の逆故といい
1す｡｣ t･い -)過敏/I),掛喉を理解 しているか とうかを調査 Lた
前山 と化べ,Ilれ (ン ト達成率/).低 ｢してい ろ,1た,柴谷U)誌JIL
合 t,増hl]Lたr
も/I:′,吏ザe:反応は … (,川,) とい うho,で直った)た Lて 1
になる敏だと考え7-と.EL,り九 ろ,■整数 とい うそ一U)をただ iiに'/)付 と
分子を入れかえた 汝だ と形式的に LL')え.逆数の意味の理解 までに
LLl, 卜分に至っていないので川 と･F,-えらjLる｡
逆数を考カろ際に,逆汝もI)意味について 1,T叶りこITiり扱 う必要が
あろと卑:,I る_.それ とと寸Jに,逆故 O)よさに気 づくよ ,)に T7Jこと
が人切であろとそえ?)_そのためにLl, L堅汝をT.L･用 L, njに知識 と
して穏 えさせ ろだけでなく活用1 ろt,a)として昔識 さ十J~たい｡
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調査項目3 分数の相等
(L) 算数の学力
【束現 ･処理】 O分母の収 も小さい分数をつ くることができるO
【知識 ･理解】 O約分の者nイモがわかる
(2) 関越
(3) 芸 を約分す,Lと口です J
(3) 児並の反応
f制堰 期待ナる反応 主なつまずき反応
1 (3) 1998年 つ. - 76% 4d 7%
(4) 反応かrJ見た学力診断
分数の相等
･前岡 との比較
･つ去ずき)3LlrLこの
諾,を断(原閃)
･対照
分数にlt,同 L大きさを出す分数をいくつもつくろことができる
とい う特徴がある,したがって分数はある つの大 きさU)たし)了が
姓通 りも,あることに′亡るu)で.分母の 毛､,Jと盲,小 さい分数で女 Lで
お くV)が好適である (二の柁作を約分とい -)L)分母のも/)とt}小
さい/,)教化.分冊 と分子J)Jk大公約枚でそ.hそれをわ.,た り.公約
故で次々とかった りすることに.tって愉単に-)くろことができる
そこで,こu)間借 で.'t./,)母 ヒ分+の公約 牧がいくつ L,ある分歓を
約分 させることにより,約分に対すろ理解曙を朋-& L /I_
前回 と比･-､.12ポイン ト退成率があがっている
i
王なつ 壬ず き反LE:は 古 などU)途中約/I)等が4rT/Uであった一分
lJ:と分子U)公約故を使1て分母の小さい分 牧を/,く7Jこと日できろ
主､のの,そU)分敬が分母のもっとも′トさい分散にナ亡つているかどう
かU)L吟味か今-唯な児をが多い,約分V)普味Fl!解か 下十分であるヱ
達成率はあがっているもV)の,約分u)意味理解についての指令を
約分のfJ:JテU)倍額 とともに,今後 も大yJにす る必背があ7Jと考え
.L1､.-
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調度項 目4 位小公倍数 ･最大公約数
(1) 算数の学ノ〕
【表現 ･処理】○それぞれの倍数や約数をつくって,公倍散や公約数を見つけることが
できる.,
(知執 ･理解】0最小公倍数.叔大公約数の意味がわかる,
(2) 間越
(4) 4と8の最小公倍数は 口 ですO
(5) 24と36の故人公約数は ロ です.
(3) 児席の反応
冊題 期絹する反応 j=.′l:つ七ずき反応
1 (4) 1998年 8 . .74% 16 9%
2006年 8 . .74% 16 .13%
1 (5) 1998年 12. .55% 6 . 19%
(4) Ji応から見た学力診断
痕小公憤数
応大公約数
前1叫との比較
･つ圭ずき反J,tこの
診断(原因)
･対第
倍散,約数,公倍数,公約数は,分数o)約分や油分に用いられる
だけてけなく,虚数U)性質 として,鮭散を理解すろために悉曹な内
容である.そこで,こ0)間接で托.最小公倍散,最大公約敬に･つい
ての理解J空を調度したO
(4)の最小公倍数は前回と同 じ達成率で,(5)のiLi大公約数i工前回
より13ポイン ト達成率があがっていろo
(4)のi三なっまずき反応は,最小でない 16等u)公倍数のものが13
%であったD (5)の主な/)まずき反応は,他人でない6等の公約数の
i)tr)が15%であった､ともに.公倍数や公約数をかきだ してそ こか
ら本当にJli小なものや瓜大なものをみつけだナ前の途rllU)敏をかき
だ しているようである｡ム壬小公倍数,最大公約数の音味理鵬が不十
分である｡
達成率けあがっていろものもあるが,拍小公惜牧,Lrt大公約数の
古味珊解についての相帯のl黙,公倍散や公約数をかき-/=して本当に
舷小なものや故人な らのをみつけだ十等の所動を r準に し,削 こ最
小公倍数,最大公約数の言柴のみ(r)指導に/(,こt-J/ないように注意する
必嘆があると考えるO
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調杏項 目5 過分の意味
(i) 訴欺の学力
【表現 .処理】 ○分取を同 じに した分数をつ くることができる山
【知識 ･理解l O約 分の意味がわか る｡
(2) 問題
(6) 言 と 三 を 通分す ると[亘亘亘 ]ですC3
(3) 児穂の反応
問題 期待す る反応 主なつ まず き反応
1 (6) 1998年 実施J7'l題 な し
2006年 言 芸 -.87% itMIできてい′上い - 8%
(4) 反応か ら見た学力診1析
通分
･前回 との比較
･つまず き反応の
診断 (原閃)
･対策
分母のちが う分数の大小比較やた し第やひ き寮をす るには,分母
の同 じ分散にす るとい う通分が必要になる(後々の分数u)加減計界
の学習の盛礎基本であるっそ こで.前回は実施 しなかったが,今回
の調査 では,通分に対す る理解度 を調査 したO
前回は実施問題がないため比較はできないが,達成率は87%で
あったl
主なつ まずき反応は,分粒を同 じにす ることができていない児童
が 8%,無答 も 5%いた.通分の意 味理解 が不十分 な児丑 もい う J
達成率はおおむね満足 といえるものの,過分の意味和解 について
の指導 を今まで通り進めるとともに.個別に指導 も行い完全習得 を
めざ して い く必要があると考える｡
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調香rl'臼6 分敏の爽法の.旨味
(1) 節激の学ノJ
【牧亨的な考え方】Oもとに-㍗/3瑞 のイn'H削こなるかを,lxl十;.A紫をもとに分散の乗法に
なることが説明てきる
【知孤 ･珊解】 0分敏の乗法の意r牡が3,か):,,
(2) 問題
2 /)ぎ,T)問駿を読んて答えを米rl/1)ろ式を 昔きよしL1).
り
(i)lm 〟.)収さ 言 k la)鉄いハイプがLt･'り圭十. 二の鉄U)
パイプ 3m (J)Lriさけ,何 kgでしょうL,
3
(4)か/くにペンキを山 ｡f十 , 1 咋 榊 あ [=り i m -の/､
･をL,.]l/Jことができるで し･-)
(5)ひ/つL-さんu)持出は 40kLiですl弟U)体Ir.JIl,ひろしさ
んの怖娼L't,三 倍だそ :'で十 弟0,1,-本止 Lr何 Lくgで L
l-)
(3) IPL奄 lJ')rk応
HH越 脚昏す るJ-L応 主なつうずき反応
2 】(L) 1998年 旦ゝ 1 ..83% 3言 . .13%.J
200(う年 2-×3 . ,80ワ/(.) 23人7 .12%)
(4) 19～jEiiT-L 3.3 .5 l% 3 3 ..lE)%
1 〇 ･i53 3 .-11'一,;.5 ′!J 日(yo-I
20 0 6iTi 三.3 .5 lt/,.I. 3p3 .15%
LIB 4 E■3 3511 .l 2%.4 5
(5) 1 9〔)8年 40X土 ..82,/.,∩ 40二1 . .100/;,5
2()06年 i 4
(1) rKli:かリ托た学力r書きl餅
･前回 _i-a)比鞭
･つまずき反応u)
詮flr(原I封)
･対策
t.i･に1,='mJ-)何伯に/I:右か =考えろここiJT, 痕仏を考えろ際O-)
大tJ/ll･ことてある +こて,ニVjr.lTl越でTL 綬乗故や乗汝が/I)故に
/ご←,た槻r'+に,,いて, 主.土′にI-i;3也の何泊=に/ll/J7'.を,乗法tl)i:と
Lて-kl ことができ:I3かL･うか ir･調 やfLた
171Hr,I±比べ,わで ;JH二速f'吃率が紙 ｢していろ子,C7)i,,fv)):)那,I_Tは
同 Lであるといえる
(I)軍紺羊が,不 日)て:'P,)ち_LI者/:'Ll,れる｡
そ こで,放!"Li糊係をとら,-1させ そニーためru,線分図や咽係図等(/)
国や 吉熊の式を効果的に糾用 して, 辛)一_1.=す ろLLV)何倍かとい う状
況が,少 Lて い巴推 しJ･(-'す くfLt/J仁うな工)(･が必要でよ,)ると考;-Lら
れ る それ とji;iこ,放血が分故だと考えに くいのなら.分数を整数
になお して,盤徴の場合と同 じ⊥ うに考えればよいこJ-(二気づかせ
るこ とも),有効な方法とLて 考えられる0
- 96-
調査項 目7 分数の除法の昔時
(1) '紺牧の学力
【牧草的-YJえ方】○散爪が分数の坊1両か LIJ蘭や言確をもとに,分放a)除法になることが
挽明できる｡
【知執 .雌解】 O分数の除法の音喋がわかる｡
(2) 問題
2 つぎの聞唱を跳んで符を水Ly)/3式を逝 きま しょうo
I
(2)SJ mのひ もがあ り圭十 二のひもを 三mずつ
に切ると何木のひ もができろで し とうO
(3)赤の リボンU)良さは tjrlあ りますC これは,市の リ
2
ボンの 盲 にあたるそ うですb青の リボンの良き
は何mで しょ)
(3) l足並の反応
問嘩 抑待す7J反応 主な′)まずき反応
2 (2) 1998年 l l l l5-ニー ,,92%l.4 57号 3%
2006年 I5-÷⊥ - 74%4 4 その他 ..⊥9%
(3) 1998年 r)6÷号 - 58% 26x言 - 33%
2｢)06年 6÷且 .6:10/03 26人3- . 32%
(′L) 反応から見た羊力診断
･分牧の除法の
唐 Llt
･前回 とO-)比較
･つ まずき反応〝ノ
診断(原凶)
･対策
わ り節を考える樹面とLて,等/7)除に相当十 るも,7)･Jd含除に相
当するもLr)とかある それぞれt/)場面とも十へて憐法になることが
わかることけ大切/L･ことである､そこでこV)問魅で代分徴の除法V)
等分除V)唐鴨やtii含擁U)普喋が理解できていろか どF)かを調査 した
机』と比べ, (2)てIi . 速成-1Tlが 18ポイン ト低TLた｡ (.'3)で代
達成率がわ十かなかL'.,あがっていた-
(2)ではrl]1越せにたい数値まで虻->てU)様 々な立式が増えたことか
散でかっても対応できる必轡がある. (3)では.除法と乗法をまちが
えているt,U)が 321/.いた｢基準虫 とそれに対す る割合が, どうf亡
つていて)U)かとい う把握が.不 卜/)であると考えt-Jれる1
わ り3'U)を味理解に今一度ふ り返 り,敏値に惑わ されることなく
立式できろようにT串に扱 う必要が5,'る｡
2つの ものを比べて,その間の関係をとらえ とうとす ると,敬iは
だけでは状況仕とらえにくいCそこで,線/71)凪やl咽係同等U)Lヌ】や言
薬の式を効先約に利用 して.両者の関係が,少 しでも把握 しやす く
なるよ う/i:工央Ii必聾であると考えらdしろ J それ と井に,故 ra･が分
数だと考えにくいのfLf_,,分敏を盤 枚になお して,腔歓U)場合と同
じように考え31は Lいことに笥づかせ ること寸,, 打効な)ヲはとして
考えられる｡
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調査項 目8 分数のかけ算の仕方を考える
(1) 思敬の学力
[数学的考え方】 ○分数のかけ辞で,基準盛のいくつ分であるとい うことをもとに.
計策の什力を考えることができる｡
[出現 ･処理】 〇分牧の,いけ辞の計算ができる
(2) 問題
3 口にあてはまる敏を番きま L,EうO
(1) 旦 ×4 は [≡ ] が (2×4) こ5 ワ
(3) 児竜o)反応
間潤 期待する止応 主なつまずき反応
3 (い 1998年 三 ..43% 喜 21%1 192006 I8 -67 5
(2) 1998年 H .96%1
(4) 反応から見た学力診断
･分散のかけ算
の仕J方を考え
る
･前回との比瞭
･つ七ずき反応の
診断 (原因)
･対策
分数のかけ界U)計袋の仕方を見いたすことは,牧草的な考え方を
伸ばすとい う両で大切なことであるOそこで, この掛軸では, ｢i托
位 とする/)敢｣が何で,そのいくつ分か とい う計算V)仕方が.でき
ているかどうかを嗣来 したG
前回と比べ, (1)で達成率が 24ポイン トあがった｡問LTiの解答
の形式 を[≡コと分攻が入 りやすい⊥うに したこともあがった菅田で
あろ う｡ (2)では達成率がはばおな じであった｡
つ まずきの原因としてLi,蝦位 とす る分故U)いくつ/')かとい う昔
.桃がないことがあげられる｡児頂のkJ.LT:かrJも,分数のかけ弟の計
節が形式だけC/)技能に終始 し.その計第g)仕 JJについては,FJi即'J):
不十分だといえる｡
指導す る傍には,蝉位とする分数U)いくつ分かとい うことを,級
分図や面轍岡をつかってきちんと祝明できる過程を大切に したい,
そのことを十分に してか ら,形式的な計欝の形にもってい くこと
が,必要であると考えJJれる｡
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湘査項 目9 分数のひき第の計辞
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 〇分故のひき鉢の計弗ができる｡
(2) 問題
4 計界 しましょ.).
(i) そ-チ -□ (2) 1‡-烹 -口
(3) 児寵の反rLtI
問題 期待する反応 主なつまずき反応
4 (い 1998年 蕊 - 71%
2006年 3Lj6 .87%
(2) 199とi年 .'1 i7.,rい㌻-49%
(4) 反応から見た学力雷断
分数のかけ詐や
わり罪の計印
･前嵐との比較
･つまずき反応の
診断(原因)
･対策
異分母分故のフI耳は,同 じ単位tr)分数に直すとい う通分の考えを
活用すればできるが.形式的にその計算の仕方を教えろのではなく
単位をそろえて計界するとい う加鋲減法の計許の甚本 となる考えに
JIT7日することが大切である.そこで,果分母の分敏 を通分 してひく
ことができるかを調香 した
前回と比べ(I)(2)といこ達成率があがっていた (2)については,
約分忘れを含めると69%の通過翠があり達成率が向上 している,
分数のひき節の計算の技確はおおむね達成できているといえるO
計罪結果が約分できる嘩合はすることを忘れている児虫がみ られ
た｡
達成率はおおむね満足といえるt)のの,分数のひき算の計袋の技
能の習熱についての槽前を今まで通 り進めるとともに,個別に摘草
も行い完全習得をめざしていく必要があると考える.
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調査項 目10 分故のかけ詐やわ り詩の計弟
(i) 諒敬の学力
【瀬現 ･処理】 0分徴のかけ罪J(Jわ り第の計鼓ができろ｡
(2) 関越
4 計第 L-.{しようo
(3) 三1.A -口7 (4) 三言3 3 -□
(3) lFl lTr_の反応
間雌 l 相7才､1i1-I)反応 主な-)よでき反応
4 (3) 199E3年 苧or2号 - 95%
2()06iF 争 r3号 .94%
(4) 1998年 島`地帆堪けこし～ ..8tityo2006年三 li ,5%I.-1
(5ー 1(J9tiq :. 2:ーO - 約 %.
20()6年 3 ..8 5Iシ()2l
(6) 199R干 7ち.Jri; .91{yt
2006隼 5 -iTt｢Lて; - 9OO/,
(il) 一il.t:′')､()見たi-ノJ.了'?p-T
')をt/)かけ策や
,f･り'EI･1C/･計諦
･前回 L･V)比を陀
･/)とでき反応こt/)
診断 (I,iJ勾)
対範
さ詩の計f;.抜穂とヒムi ' 】 lLyに-,ll,.'ニ±/?;人UJぐ.6･l,3Jそ こで.
二V)f'nL個 でtl')放(/)か目許やJ'リ界url.汁打抜惟/)7身に/)いてい,:)か
ど/)かを胡 吐qた .
lI1日nl二比べ(3)(5)(6)と手,達成や･がほぼおな じで.S'つr= (･4)は,
約分忘Jltを斤ゆろと9こう%u)辿過jiで,良釘 といえろ
分牧U)か:f鉢や~いりFAtJ)pl･誼o)伎l'tはIJtふむわ達成できていると
いえる｡PIE+碓結盟が約分できる喝ulft-1ろことを忘れている児萌が
み ;●)かた
連J･史子は)'おむ]ヽ満足 といえろ1,のU),I))牧のかけ顎やjつり碍U-)
計諒のT-Ji維 f/)習掛 二一)いてH:繰 り返 しy!f一習をさせるなどの桁坤を今
まで過 り進めるととい 二,個別に指単 もrTい完や習得をめざしてい
く必l*があると考える｡
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調査項 目11 小牧と･)LU)織や繭u)見研 も り
(L) 諒救u)学ブ)
【歌学的な考え方】 ()相や商を兄姉 .i.る式を考えることができろ｡
(2) 問題
5 次 V)計筋V)答えのLL当をつける式をかきま し′ヒうt1
(l)9.23× 4.12 (2)7.56÷ 0.98
※ 1998年実施は下記 Jー よ うに敬一LEが若干追 う
(1)9,98× 4.12 ('3)8.56÷ 0,98
(3) 児藷の反応
関越 岬持す る圧止こ 上なつ モ1:き).TJ芯
5 (I) 1998年 lOYJ ..64%L,L 5 無答 ..15%
2006串 cJY4 ..67%9.2Y-i.i.. 5 無答 ..18%
(2) 1998年 9÷1 ..54%8.6÷1 6 無芥 ..15%
2()06年 8÷1 ..37%7.fi+1 19 無答 ..21%
(4) 反応か ら見た乍 ノ)診断
小数ど うLv)紙
や商の見糊 Jt.り
･前回 との比較
･つまず き反応V)
診断 (原凶)
･対策
l `
盟敬や小牧に/)いての乗法や除法u)計第 をす ろ前に,梢や商をT,i
組 も,Lことは,計串結果V)比通 しが t,て. 圭た大きな誤 りをI防ぐこ
とにJt.なろため･と.賓な ことである. ここでL1.小牧 vJ乗除において
帖や商の見和 し日ができるかを調虫 したド
間牒u)放借の若干の追いがあるが,前同 と比;く連rl父率はほぼ同 じ
であった1.あまり良好であるとけ巧'えにくい.
乗法除法 とt,無音の割 合が.前LE.は り若干増えて(i)18%, (ご)
21% となってい る_無答以外でft,暗筋では碓 しい と思われ 7J見
的も/"Cをかいていた もの もあった 1.
つ tできの掛附 としてけ 甜菜結盟の Li油 Lを立て る鐘験が不十
分であることや,糠等が多いことか ら ｢計筋V-)答えV)見当を,);Tる
式Jとい う青紫Ll)唐鴨の理解が不十分でJbることが fJ'えrJ九 /3｡
指導の様 々な喝面において,計許結果を見相 もる荷車を絹酎 tJに
取 り入れ る必要が.bる>考える
ー 101-
駒育項 目12 分敏の計第結果の見樹 もり
(1) 界数の苧力
【数学的考え方】 OかfTる数やわる数が 1より大きいか小さいかをみて.横や蘭とtjと
の数との関係が判断できる､
【未現 ･処舛】 0かける敏や才)る軟をみて,棚や肺が i)との数よlr)大きくなるか小さ
くなZJかを,且帖 もることができるJ
(2) Li=El雌
6 答えが 3より大きし･式に,みんなOをJつけ■よしJ:ラ,
( ) 3×旦 ( ) 3X1旦
5 5
( ) 3÷旦 ( ) 3十13_
5 5
(3) 児亜 V))51応
附越 ,lgl待する反I,こ _Eなつまずき反応
6 (I) 1998年 完答 .一.52% かけ算の 3問が完答･.61%わV)貨 閲･ 7
2006年 完答 ...45% かけ筒の 3F.I_:lが完答･55%わ り_nJ-) 間60
(4) 反応から見た竿)]診断
分数の計詐結果
0)見棚 もり
･前lulとo)比較
･つ二巨ずき反止､の
診1妨 (原因)
･対熊
柏や伸がもとの牧より人きくなるか小さくなるかについて,かけ
ろ敬やわる教に蒋 r-Iナ7)ことで判断できるとい うことは,数を大局
的に処即す,3上で大切なことであるOそこで,この間匙では,かけ
毛数や;r)る数が分汝())場合に,砧や膚がもとの故U)3上り大きくな
るか小さくなるかを#'J査 した｡
･前回 >比べ達成率′う;7ポイン ト~卜が-)ていた｡
つまずきの原関として,蛸や商がもとの故上y)人きくなるか小さ
くなるかは,かりる故やわろ徴が 1を基準にして大きいか小さいか
で判断できるとい う見和 もy)の方汝が.理解でき こいないと考えら
れる_.1つ一つ,引許 して判断 していたものが,'ft答 していた畑東o)
中に も)少なくなかったことは,見梯 もりu)よさが児塩に櫨 じられて
いないことを物慮ってい/J L.
そこでfH軸U)際に代,兄柿もV)の方法を教え込むのではなく気/5
かせ ろ工夫が必嘗であると考えられるOそ うすることで計耕 しなく
ても答が見J-i5せる方法があるとい うよさが感 じてもらえやすくな り
その方法V-)理解も,はかられると巧えられる｡そ してさr,にその見 桜
もりの方法を, RL17の界数のu･r所で結果のみに急ぐのではなく見槽
もりを活用する場をgxrLりていくことが,必噴であると考えられる0
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調査頃日13 計節方法の選択
(i) 算数の学力
【関心 ･者欲 ･態度】 ○かけ算わ り.#の混 じった式を左からIqRにするか,かけ算にまと
めてするかのどちらかて計算 しようとする｡
(2) 問題
(3) 児丑の反応
(4) 反応から見た学力診断
計第 ノブ法の選
釈
反応懐向とその
分析
･対策
式があると,それをどういう方法で計算するは,大原ノnIJの左から
順にするという方法 と.逆数を利用 してわ り罪をかけ算になお して
かけ苦の7℃にまと〆'てすろとい う方法の 2つがあげrJれる｡ ともに
学習 していることであるので,この間題では,この 2つV)どちらで
処理する傾向にあるのかを調査 した.
前屈は左から順にする方法が 33%.かけ節の式にまとH,)てする
方法が 65%であったが,今回は傾向が入れかわり左から順にする
方法か 66%,かり幕の式にまとめてする方法が 33%であった｡
これは,学習柿導贋頓で分数の混合算が削除されたT=d),逆故を
使って分数の乗法で統一 して計辞する力が失われている状況を示し
ている｡
進んでいろ児正には,乗除の混合筒を放 り扱い,分散の乗法に統
- して計許できることに焦付かせたいものであるO
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